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※この特集は、18ページの「市民からのメッセージ」の対象です。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
私
た
ち
の

「
宝
」で
す
。

　
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が
、「
笑

顔
」
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
長
浜
市
は「
笑
顔
で
子
育
て
で

き
る
ま
ち
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子

育
て
を
応
援
す
る
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
、
市
内
の
子
育
て

家
庭
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
質
問
で
は
、
親
は「
愛

情
を
注
い
で
子
ど
も
を
育
て
た

い
」
と
い
う
想
い
が
高
い
こ
と
と
、

地
域
に
は
「
子
ど
も
や
親
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
お
子

さ
ん（
就
学
前
の
0
歳
か
ら
5
歳
）と

お
う
ち
の
人
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

さ
れ
る
人
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。

　
子
育
て
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体

験
す
る
広
場
な
ど
を
開
催
し
た
り
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル（
仲
間
づ
く
り
）を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
マ
マ
さ
ん
パ
パ
さ
ん
の
交
流
の
場

で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
の

ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
に
利
用
で

き
る
「
パ
パ
マ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

託
児
事
業
」や「
な
が
は
ま
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」

を
行
う
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
市
の
子
育
て
施
策
と
し

て
は
、

〇
子
ど
も
の
遊
び
場

〇
親
子
で
気
軽
に
集
え
る
場
所

〇�

気
軽
に
子
育
て
の
相
談
が
で
き

る
場
所

と
い
っ
た
願
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
マ
マ
さ
ん
パ

パ
さ
ん
の
子
育
て
と
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
行
政
だ
け

で
な
く
市
民
レ
ベ
ル
で
も
取
組
み

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
様
々
な
取

組
み
の
中
か
ら
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
や
地
域
で
活
動
す
る
子
育

て
応
援
団
体
に
つ
い
て
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

「
親
子
が
笑
顔
で
す
ご
せ
る
」
が
い
っ
ぱ
い
の
長
浜

特 集

サ
ン
サ
ン
ラ
ン
ド 

保
育
士 

金か
な

森も
り 

先
生 

ご
存
知
で
す
か
？

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

　　　  お気軽にご相談ください。
――おむつを取る時期はいつがいいですか。

――赤ちゃんの体重が増えていかないのですが。

――言葉が遅いように感じる。大丈夫だろうか。

――友だちとうまく遊べない、どうしたらいいか。

――家族で子育ての仕方が合わず困っている。

　　など

～子育て相談～

赤ちゃんや１歳～５歳の未就園のお子さんと

おうちの人を対象に、赤ちゃん広場や運動会、

クリスマス会、お話広場を開催しています。 子育て講演会、リフレッシュ講座、食育講座、

マタニティ講座などを開催しています。

月に２～３回、虎姫・湖北・木之本・余呉・西浅井地域で開催し

ています。

～遊びの広場～

～出張広場～

～学び～

～サークル支援～

次ページで各子育て支援センターを紹介します。



サンサンランド

▲iphone用

▲Android用

子育て情報盛り
だくさん！

子育て応援アプリ
「ながまるキッズ！」

をご利用ください。

10
月
2
日(

水
）よ
り
移
転
オ
ー
プ
ン
！
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親子で行こう！　子育て支援センター
※各子育て支援センターのイベントは、広報ながはま毎月15日号の「こどもお出かけカレンダー」をご覧ください。

　市内には、みなさんの「子育てを応援したい！」と親子の
ふれあいの場や子どもたちが楽しく遊べる場、ママさんた
ちが情報や想いを共有できる活動などを積極的に行う団
体やグループがたくさんあります。

　他にも、長浜にはみなさんの子育てを支える団体や
グループがたくさん！
11月には、市内の子育て応援団体・企業を紹介する

「ながまるBOOK」を発行します。お楽しみに！

【ところ】 リュートプラザ(難波町)　
　市内の子育て応援団体や企業、大学のみなさんの想い
がイベントとなった「ながまるフェスタ」が今年も開催
されます。楽しいこと！感じること！体験できること！
がいっぱいのフェスタ会場にお越しください。

～地域の子育て応援団を紹介します～●こどもの居場所 「まんま」

●子育て応援カフェ L
ロ コ

OCO

●みんなのいばしょ「結」 ●サンサン母親クラブ

　一緒に食卓を囲み、子ど
もたちの日常に寄り添い、
誰かにとって安心できる
居場所でありたいと、北郷
里地域で「こども食堂」を
開催しています！

　カフェやシェアスペース、相
談窓口などを通じ、子育て世
代の応援と「自分らしい暮ら
し」を考える場として、みんなの

「あったらいいな」をカタチに
した多世代が集える空間を提供します。
10月からはえきまちテラス長浜に移転します！

　ここに来れば誰か
にあえる、つながれる。
自分らしくホッとでき
る場でありたいと願
い、毎週水曜日の放課
後、誰もが気軽に集え
る居場所を開いていま
す！

　サンサンランドに集う子
ども達や保護者同士が、楽
しみながら仲間づくりが
できるように、広場や運動
会、クリスマス会などの楽
しいイベントを開催してい
ます！

「ながまるフェスタ」の詳細は広報ながはま10月15日号でお知らせします。

【ところ】 六荘まちづくりセンター内(勝町)
(☎６２－１２１２)

【対　象】 未就園児
【休館日】 金曜日～月曜日、祝日

12月27日(金) ～１月３日(金)

【ところ】 すこやかkidsクリニック２F(平方町)
(☎６８－３２１５)

【対　象】 ０歳の赤ちゃん(登録制)
【休館日】 火曜日、水曜日、土曜日、日曜日、

祝日、12月28日(土) ～１月９日(木)

【ところ】 長浜市児童文化センター内(地福寺町)
　　　　　(☎６２－３７１２)

【対　象】 未就園児・就園児・小学生・中学生
【休館日】 水曜日、第１・３日曜日、祝日、

12月28日(土) ～１月４日(土)

【ところ】 びわ認定こども園内(八木浜町)
(☎７２－８１７７)

【対　象】 未就園児
【休館日】 土曜日、日曜日、祝日、

12月28日(土) ～１月３日(金)

【ところ】 チャイルドハウスセンター内(田村町)
(☎６４－４８２２)

【対　象】 未就園児
【休館日】 土曜日、日曜日、祝日、

12月28日(土) ～１月９日(木)
※長期休暇中は休館に日があります。

【ところ】 高月支所内(高月町渡岸寺)
(☎８５－５５７７)

【対　象】 未就学児
【休館日】 土曜日、日曜日、祝日、

12月28日(土) ～１月３日(金)

【ところ】 ニコニコハウス小谷児童館内
(小谷丁野町)(☎７８－０９３５)

【対　象】 未就園児(登録制・有料)
【休館日】 日曜日、月曜日、祝日

※春、夏冬休み中は放課後児童クラブ開催のため休館

【ところ】 浅井文化スポーツ公園内
農村環境改善センター内(大依町)
(☎７４－４５６７)

【対　象】 未就園児・就園児
【休館日】 日曜日、月曜日、祝日、12月29日(日) ～１月３日(金)

子どもたちの元気な「笑顔」がみたい！！

ママさん、パパさんの明るい「笑顔」がみたい！！

晴れの日や雨の日があるように、子育てにもいろいろなことがあります。
ご紹介した「居場所」のどこかで、自分らしい子育てに出会ってほしい・・

そんな想いで、長浜市は皆さんの子育てを応援しています。　

みんなで子育てを応援！

地域の子育て応援団体・グループ紹介
　　　　 ●オレンジスマイル
　　　　　　 代表：森

も り

 秋
あ き

子
こ

 さん
　発達しょうがいや気づき、見守り
が必要な子どもたちやお母さんの

「つながり」や「想い」を大切に、お母
さんたちの勉強会や、子どもたちと
山登り等の活動をしています！

代表：川
か わ

瀬
せ

 順
じゅん

子
こ

 さん

代表：村
む ら

山
や ま

 さおり さん

代表：宮
み や

本
も と

 麻
ま

里
り

 さん

　 代表：長
ながの

 美
み

幸
ゆ き

 さん

11月17日（日）家族の日　みんなの「笑顔」が広がります

まちのほけんしつ きずな子育てひろば スキップ

サンサンランド
子育て支援センター

こどもらんど
子育て支援センター

のびのびらんど あいあいらんど
子育て支援センター 子育て支援センター

チャイルドハウス ニコニコひろば
子育て支援センター

～ながはま まるごと 子育て応援フェスタ 「ながまるフェスタ」 開催！～
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さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
内
の
各
施
設
の
予
約
受
付
中

問 

産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
室（
☎
６
５
ー
６
９
０
７
）

　
12
月
１
日(
日)

に
旧
市
役
所
跡
地(

高
田
町)

に「
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
は
、長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
長
浜
図
書
館
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

あ
る「
な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ
」と「
長
浜

商
工
会
議
所
・(

仮
称)

な
が
は
ま
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
」か
ら
な
り
ま
す
。

各
施
設
の
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す

○
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

【
貸
　
　
室
】

　
調
理
室
、
和
室
、
工
作
室
、
音
楽
室
、
音
楽
演

劇
活
動
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル(

２
０
０
人)

、
会

議
室(

全
６
室
　
12
～
44
人)

【
予
約
方
法
】

　
窓
口
、電
話
も
し
く
は
予
約
シ
ス
テ
ム
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�
空
き
状
況
は
予
約
シ
ス
テ
ム
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

【
予
約
可
能
期
間
】

　
使
用
日
の
３
か
月
前
の
月
初
め
～
前
日

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

高
田
町)

　
☎
６
２
―
１
８
０
８

※�

臨
時
休
館
中(

11
月
1
日
～
30
日)

は
窓
口

を
不
在
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
交
流
広
場(

建
物
前
屋
外
ス
ペ
ー
ス)

【
用
　
途
】

　
市
民
活
動
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、こ
れ
ら
に

伴
う
飲
食
等
の
販
売
、
民
間
団
体
に
よ
る
文

化
芸
術
に
関
す
る
発
表
会
や
展
示
会
、
個
人
・

サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
る
使
用
等

【
区
　
画
】

　
連
絡
通
路
柱
ご
と
に
１
区
画

　(

全
10
区
画)

【
使
用
料
】

　
１
区
画
あ
た
り
１
日
80
円

【
使
用
期
間
・
回
数
】

　
連
続
す
る
場
合
は
３
日
間
、月
に
使
用
で
き

る
回
数
は
４
回
ま
で
。

【
予
約
方
法
】

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
予
約
可
能
期
間
】

　
使
用
日
の
３
か
月
前
の
月
初
め
～
前
日

問
合
せ
・
申
込
先

　
産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
室

　〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
☎
６
５
―
６
９
０
７

○
長
浜
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
貸
　
　
室
】 

会
議
室(

24
人)

【
使 

用 

料
】 

１
時
間
あ
た
り
１
０
０
円

【
予
約
方
法
】

　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
予
約
可
能
期
間
】

　
使
用
日
の
３
か
月
前
の
月
初
め
～
前
日

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会(

八
幡
東
町)

　
☎
６
２
―
１
８
０
４

○
長
浜
商
工
会
議
所

【
貸
　
　
室
】 

各
種
会
議
室

※
使
用
料
、収
容
人
数
、空
き
状
況
、

　
予
約
の
方
法
は
、窓
口
ま
た
は
電
話
で

　
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
商
工
会
議
所(

高
田
町)

　
☎
６
２
―
２
５
０
０

 ●さざなみタウン

ながはま文化福祉プラザ
長浜商工会議所
(仮称)ながはま産業創造センター

▲予約システム

市立長浜病院職員を募集します（令和2年4月1日採用予定）

長浜市立湖北病院職員を募集します（令和2年4月1日採用予定）

プレミアム付商品券を販売中
問 プレミアム付商品券事務室（☎６５ー６５２８）

■試験日　　随時設定します。　　　　■申入受付期限　採用人数に達するまで。
■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウ

ンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「薬剤師職受験申

込書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号](120円切手を貼付して

宛先、郵便番号明記)を同封して、右記まで送付してください。

■申込受付期限　令和２年１月31日(金)　当日消印有効。ただし定員になり次第受付は終了します。
■試験会場　　　長浜市立湖北病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページから

ダウンロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「看護師職受験

申込書請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号](120円切手を貼付

して宛先、郵便番号明記)を同封して、右記まで送付してください。

　市では商店、スーパー、量販店等で10月１日から使用

できる「長浜市プレミアム付商品券」を販売しています。

　１人当たり最大２万５千円分の商品券を２万円で購

入できます。

※�商品券の購入の際に必要な「購入引換券」を、対象とな

る人（「３歳半未満の子がいる世帯の世帯主」および

「住民税非課税の人で事前に購入希望申請をされた

人」）に郵送しています。

※�住民税非課税の人で購入引換券の交付申請がまだの

人は、早めに申請してください。

●商品券の販売日、販売場所
　購入引換券とあわせて送付している一覧表または

広報ながはま９月15日号をご確認いただき、購入引換

券・本人確認が出来る証明書(運転免許証、マイナンバー

カード等)を持ってお越しください。

●商品券の使用可能店舗等
　市内の商店、スーパー、量販店等の取扱店で使用できま

す。取扱店の詳細は、商品券の購入時にお知らせするほ

か、市ホームページで随時更新し公開しています。

　使用可能期間は令和２年２月29日までです。

問合せ先
　プレミアム付商品券事務室〈本庁舎１階〉

　☎６５―６５２８
市ホームページＱＲコード▲

問合せ・申込先
　長浜市病院事業職員選考委員会

　〈市立長浜病院事務局総務課内〉

　〒526-8580　大戌亥町313

　☎６８―２３２４(直通)

問合せ・申込先
　長浜市病院事業職員選考委員会

　〈長浜市立湖北病院事務局管理課内〉

　〒529-0493　木之本町黒田1221

　☎８２－６１４３(直通)�

職　種 採用予定人員 試験日 受験資格

薬剤師 3人 随時

次のいずれにも該当する人
〇昭和59年４月２日以降に生まれた人
〇薬剤師法による薬剤師の免許を有する人
　(令和２年７月末日までに免許取得見込みの人を含む)
〇当直ができる人

職　種 採用予定人員 試験日 受験資格

看護師 3人 随時

次のいずれにも該当する人
昭和54年４月２日以降に生まれた人
〇保健師助産師看護師法による看護師の免許を有する人
　(令和２年７月末日までに免許取得見込みの人を含む)
〇市内または近接地に居住でき夜間勤務ができる人
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採用と退職の状況(平成30年４月１日〜平成31年３月31日)　（単位：人）

職 種 区 分
採　用　者　数 退　職　者　数
男 女 計 男 女 計

一 般 行 政 職 10� 11� 21� 18� 10� 28�
一般行政職（再任用） 7� 0� 7� 7� 2� 9�
一 般 行 政 職

（育児休業代替任期付） 1� 2� 3� 1� 1� 2�

幼 児 教 育 職 0� 25� 25� 0� 10� 10�
幼児教育職（再任用） 0� 1� 1� 0� 0� 0�
そ の 他 教 育 職

（ 県 派 遣 教 員 ） 7� 5� 12� 6� 1� 7�

土 木 技 術 職 2� 0� 2� 1� 0� 1�
土木技術職（再任用） 1� 0� 1� 1� 0� 1�
建築技術職（再任用） 0� 0� 0� 1� 0� 1�
設 備 技 術 職 4� 0� 4� 0� 0� 0�
司 書 0� 0� 0� 1� 0� 1�
学 芸 員 1� 1� 2� 0� 0� 0�
保 健 師 0� 1� 1� 0� 3� 3�
医 師 10� 8� 18� 13� 4� 17�
薬 剤 師 0� 1� 1� 1� 3� 4�
理 学 療 法 士 1� 0� 1� 0� 1� 1�
作 業 療 法 士 1� 1� 2� 0� 1� 1�
診 療 放 射 線 技 師 0� 1� 1� 1� 0� 1�
臨 床 検 査 技 師 2� 2� 4� 0� 2� 2�
歯 科 衛 生 士 0� 1� 1� 0� 0� 0�
看 護 師 10� 30� 40� 3� 49� 52�
看 護 師（ 再 任 用 ） 0� 1� 1� 0� 0� 0�
准看護師（再任用） 0� 0� 0� 0� 1� 1�
介 護 士 0� 0� 0� 0� 1� 1�
臨 床 心 理 士 0� 1� 1� 0� 1� 1�
管 理 栄 養 士 0� 3� 3� 0� 2� 2�
調 理 師 0� 0� 0� 0� 4� 4�

計 57� 95� 152� 54� 96� 150�

休暇制度等の状況
年次有給休暇 １年につき20日
病気休暇 必要期間（90日以内）

特別休暇

選挙権等行使（必要期間）� 子の看護（最大10日以内）
裁判員、証人等による出頭（必要期間）�忌引（1日～ 10日）
骨髄・末梢血幹細胞提供（必要期間）�父母追悼行事（1日以内）
ボランティア（5日以内）� 夏季（5日以内）
結婚（7日以内）� 災害・事故（必要期間）
産前（出産日までの8週間以内）� 生理（2日以内）
産後（出産日の翌日から8週間）� 妊娠中通勤緩和（1日､ 1時間を超えない範囲）
育児時間（1日2回各30分以内）� 妊娠中等保健指導・健康診査（必要期間）
妻の出産（3日以内）� 妊娠障害（7日以内）
妻が出産する場合の子の養育（5日以内）� 短期介護休暇（最大10日以内）

介護休暇 連続する2週間から、3回を超えず、かつ6月を超えない期間（無給）
組合休暇 １年につき20日以内（無給）
育児休業 子が3歳になる日までの期間（無給）

育児休業の取得状況(平成30年度)　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

区分
育児休業取得状況 平成30年度中に新たに育児休業が取得可能

となった職員の育児休業取得状況
育児休業�
取得者

部分休業�
取得者

育児短時間�
勤務取得者

育児休業�
対象者

育児休業�
取得者

部分休業�
取得者

育児短時間�
勤務取得者

男性 1� 2� 0� 29� 0� 0� 0�
女性 164� 14� 0� 65� 62� 1� 0�
合計 165� 16� 0� 94� 62� 1� 0�

一般職員の勤務時間の状況 （市役所）

１週間の 
勤務時間

１日の 
勤務時間 8時30分～12時 12時～13時 13時～17時15分

38時間45分 7時間45分 勤務時間 休憩時間�
（1時間） 勤務時間

一般職員の年次有給休暇の取得状況(平成30年度)

平均取得日数 10.6日 消化率 27.4%

部門別職員数の増減（各年4月1日現在）　　 　　　　　　　　（単位：人）

部　門 平成30年 平成31年 増減

一 般 行 政
部 門

議 会 7� 7� 0�
総 務 177� 177� 0�
税 務 44� 45� 1�
民 生 272� 284� 12�
衛 生 64� 64� 0�
労 働 1� 1� 0�
農 林 水 産 38� 38� 0�
商 工 26� 29� 3�
土 木 105� 104� -1�
小 計 734� 749� 15�

特 別 行 政 
部 門 教 育 224� 221� -3�

公営企業等 
会 計 部 門

病 院・ 診 療 所 911� 893� -18�
水 道 0� 0� 0�
下 水 道 28� 27� -1�
国民健康・介護 72� 69� -3�
小 計 1,011� 989� -22�

合 計 1,969� 1,959� -10�

職員数の状況(平成31年4月1日現在)　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

定数 現員数
定数除外職員 差 引 

定数内 
職 員

育児休
業職員 派遣 休職者

市 長 事 務 部 局 690� 707� 17� 3� 3� 684�
議 会 事 務 局 7� 7� 7�
監査委員事務局 4� 3� 3�
教育委員会事務局等 353� 343� 28� 1 314�
農業委員会事務局 6� 6� 6�
病 院 事 業 900� 893� 60� 2� 831�
合 計 1,960�1,959� 105� 3� 6�1,845�

決算に占める人件費の状況（普通会計）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成31年1月1日）

歳出額
A

人件費
B

人件費率
（B/A）

（参考）
平成29年度人件費率

平成30年度 人
118,498

千円
57,158,852�

千円
8,145,246�

％
14.3�

％
15.1�

人件費には、市長、副市長、教育長、議員、各種委員などの特別職に支給される報
酬、共済費を含みます。
普通会計とは、市全体の会計から病院や下水道事業会計などを除いたもので、
総務省が定める会計区分です。

職員給与費の内訳

区 分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 1人当たり給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B (B/A)

令和
元年度

人
973�

千円
3,475,869�

千円
858,708�

千円
1,427,782�

千円
5,762,359�

千円
5,922�

給与費は普通会計（一般会計）の当初予算に計上された額（退職手当除く）で、市長、
副市長、教育長、議員、各種委員の報酬などは含みません。

職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）

区　　　　分
長浜市 国（一般職）

初任給 採用2年後の給料額 初任給 採用2年後の給料額

一般行政職
上　級 187,200円 198,400円 180,700円 192,400円
初　級 153,000円 162,900円 148,600円 157,000円

職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
長浜市

平成31年4月1日 321,270円 43歳３月 293,211円 54歳３月

国
平成30年4月1日 329,845円 43歳５月 286,817円 50歳７月

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成31年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 246,383円 287,193円 345,431円
高校卒 ― ― ―

経験年数区分に対象職員がいない等により平均値を算出できない場合は、記載
していません。

職員手当の状況（平成31年4月1日現在）

区　分 内　　　容 備　考

期末手当 
勤勉手当

（支給割合）
６月期
12月期
計

期末手当
1.300月分
1.300月分
2.60月分

勤勉手当
0.925月分
0.925月分
1.85月分

国の制度
と同じ

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

応募認定・定年
24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

国の制度
と同じ

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　(2 ～ 45%加算)

地域手当
給料と扶養手当の合計額に支給率を乗じたもの 国の制度

と同じ支給率�３％　国の制度（支給率）※�３％
※国の制度では、地域ごとに0～20%の範囲で支給率を定めています。

特　殊
勤務手当

（平成30年度
普通会計）

職員全体に占める手当支給職員の割合 8.14%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 25,354円
手当の種類（手当数） 16

代表的な�
手当の名称

支給額の多い手当 福祉業務従事手当�
工事現場監督等従事手当

支給職員数の多い手当 工事現場監督等従事手当�市税等事務従事手当

特別職の報酬等の状況（平成31年4月1日現在）

区　　　分 給料月額等 期末手当

給 料
市 　 長 900,000円

（支給割合）�
�６月期　1.675月分�
12月期　1.675月分�
　�計��　3.350月分

副 市 長 750,000円
教 育 長 700,000円

報 酬
議　 長 460,000円
副 議 長 400,000円
議　 員 370,000円

一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計
標準的な
職務内容 主事 主事 主査 主幹 副参事 課長 部長

職員数
（人） 38 71 99 157 146 66 31 608

構成比
（％） 6.3� 11.7� 16.3� 25.8� 24.0� 10.9� 5.1� 100�

長浜市の給与条例に基づく給料表の級区分による再任用職員を除く職員数で
す。標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

時間外
勤務手当

（平成30年度
普通会計）

平成30年度
支給総額 364,535千円
職員１人当たり支給年額 542千円

平成29年度
支給総額 355,522千円
職員１人当たり支給年額 528千円

管理職手当
�部長級 74,400円～ 83,100円
�課長級 57,200円～ 65,400円
�副参事級 49,300円～ 57,200円

区　分 内　　　容 備　考

扶養手当

子（満22歳年度末まで）　�10,000円／人
国の制度
と同じ

※�満15歳年度末の翌日から満22歳年度末までの子
は、1人につき5,000円を加算

配偶者・その他の扶養親族　6,500円／人

住居手当 �借家（最高限度額）　　　　　27,000円 国の制度
と同じ

通勤手当
交通機関利用者 55,000円以下の場合、全額を支給

国の制度
と同じ自動車等利用者 通勤距離に応じて2,000円～

31,600円支給（2km未満支給なし）

職員の分限および懲戒処分の状況（平成30年度）

公務災害の状況（平成30年度）

公平委員会業務の状況の状況（平成30年度）

職員の健康管理に関する主要事業の実施状況（平成30年度）

職員の健康管理に関する主要事業の実施状況（平成30年度）

＜分限＞
　・心身の故障� 休職４0人
＜懲戒＞

0人

災害発生件数� 39件

　・勤務条件に関する措置の要求件数� 0件
　・不利益処分に関する審査請求件数� 0件

 ＜主な健康診断等の受診者＞延べ9,040人
定期健康診断、特殊健康診断、大腸検診、胃検診、子宮頸がん検
診、乳がん検診、ＶＤＴ健康診断、Ｂ型肝炎予防接種、破傷風予
防接種、電離放射線検診、インフルエンザワクチン接種、感染
症（B型C型肝炎）検査、特定業務従事者健康診断、エチレンオ
キシド健康診断、風疹抗体検査、麻疹抗体検査、ムンプス抗体
検査、水痘抗体検査

　職員の専門的な知識・技能のさらなる向上を図るとともに、
高い倫理感や多様な行政環境の変化に的確かつ柔軟に対応で
きる職員を養成するため、研修に取り組んでいます。
＜市独自研修＞延べ2,071人
新規採用予定者研修、新規採用職員研修、水防技術体験研修、
新採職員・採用2年目職員合同研修、２年目職員研修、３年目
職員研修、財務会計事務説明会、ハラスメント防止研修、小中
学校避難所派遣職員研修、働き方改革研修、ＧＩＳ研修、災害
対策本部設置・運営訓練、職員力ＵＰゼミナール、入札執行研
修、メンタルヘルス研修、歴史伝統文化研修、人権研修、地方公
会計研修、人事評価・被評価者研修、市民協働研修、育児休業
復職支援研修、管理職のタイムマネジメント研修、文書管理事
務研修、個人情報保護研修、不当要求対策研修、幹部職員研修、
ファシリテーション研修、現場の問題解決型研修
＜派遣研修＞延べ330人
滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県建設技術センター、日
本経営協会、全国市町村国際文化研修所、滋賀大学「学び直し
塾」、その他各種研修実施専門機関

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づき、生計費、国および

他の地方公共団体の職員の給与や民間事業の従業者の給与などを参考にして定め

ています。給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て「長浜市職員の給与に関す

る条例」などで定めています。

　今後も、給与水準の適正化と人件費の抑制に努めていきます。

市民の皆さんにお知らせす
ることで、その公平性と透明
性を高めることを目的とし
ています。(市ホームページ
でもご覧いただけます)
※市の基準日は平成31年4月1日

市職員の人数・給与・勤務条件などをお知らせします
問 人事課（☎６５ー６５０２）
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企
業
や
地
域
団
体
等
の
会
場
に
市
職
員
が
出
向
き
、
申
請

手
続
き
を
一
括
し
て
行
う
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申

請
受
付
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
市
役
所
の
窓
口
に
行
か
ず
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
は
い
く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
団
体

○
市
内
に
事
業
所
を
置
く
企
業

○�

市
内
の
地
域
団
体
等(

自
治
会
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
、

サ
ー
ク
ル
等)

■
申
込
方
法

　
団
体
内
で
概
ね
５
人
以
上
の
申
請
希
望
者(

市
内
に
住
所

が
あ
る
人)

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
民
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
１

　
FAX�

６
５
―
２
５
６
６

　

�shim
in@
city.nagaham

a.lg.jp

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
」が
必
要
で
す

問 

農
業
振
興
課（
☎
６
５
ー
６
５
２
２
）

問 

健
康
企
画
課（
☎
６
５
ー
７
７
７
９
）

　
冬
眠
前
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
多
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

早
朝
、夕
方
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、夕
方
、人
里
近
く
に
出

没
し
、
夜
間
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
夜
間
は
で
き
る
だ
け
外
出
を

控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
早
朝
や
夕

方
は
常
に
周
囲
に
注
意
を
払
う
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

外
出
の
際
に
は
鈴
な
ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、本
来
臆
病
な
動
物
で
、

通
常
は
人
間
を
避
け
て
行
動
し
ま
す
が
、
不

意
に
出
会
う
と
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
外
出
や
農
作
業
等
の
際
に
は
鈴
や
ラ

ジ
オ
な
ど
を
つ
け
、
音
で
人
が
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
複
数
で

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
や
放
置
果
樹
・
野
菜
を
除
去
し
ま

し
ょ
う

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
餌
を
求
め
て
人
里
に

出
没
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
人
家
付
近
に

引
き
寄
せ
な
い
よ
う
、
家
庭
ご
み
や
生
ご
み

は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
な
ど
し
て
管
理
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
せ
ず
放
置
さ
れ
て
い

る
柿
な
ど
の
果
樹
や
野
菜
は
撤
去
し
て
く
だ

さ
い
。

し
っ
か
り
と
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
建
物
に
侵
入
し
な
い
よ

う
、
住
宅
や
事
業
所
、
空
き
家
や
納
屋
、
物
置

な
ど
の
戸
は
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
施
錠
が
で

き
れ
ば
、よ
り
安
心
で
す
。

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
人
里
で
目
撃
さ
れ
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
市
役
所
ま

で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
聞
き
す
る
主
な
内
容
】

○
通
報
者
の
氏
名
、住
所
、連
絡
先

○
目
撃
し
た
場
所
、時
間
、状
況

○�

目
撃
し
た
数
、
大
き
さ
、
移
動
し
た
方
向
、

特
徴
な
ど

長
浜
警
察
署
　
　
　
　
☎
６
２
―
０
１
１
０

木
之
本
警
察
署
　
　
　
☎
８
２
―
３
０
２
１

農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎
６
５
―
６
５
２
２

北
部
農
林
振
興
事
業
所
　
☎
８
２
―
５
９
０
２

　
ク
マ
出
没
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
律
で

指
定
さ
れ
た
第
２
種
施
設
は
原
則
屋
内
禁
煙

と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
施
設
の
現
状
を

確
認
し
、適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
種
施
設
と
は

　
自
治
会
の
集
会
所
、
事
業
所
、
工
場
、
ホ
テ

ル
・
旅
館(

客
室
は
法
律
の
適
用
外
で
施
設
管

理
者
の
判
断
と
な
り
ま
す
。)

、飲
食
店
な
ど

法
的
対
応

○
原
則
と
し
て
屋
内
禁
煙
。

○�

喫
煙
を
行
う
場
合
は
、
喫
煙
専
用
室
や
指
定

た
ば
こ(

加
熱
式
た
ば
こ)

専
用
喫
煙
室
の
設

置
が
必
要
で
す
。

○�

既
存
店
舗(

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
既

に
営
業
し
て
い
る
店
舗)

の
う
ち
小
規
模
飲

食
店
に
つ
い
て
は
、
要
件
を
満
た
し
た
場

合
、経
過
措
置
と
し
て
喫
煙
が
可
能
で
す
。

※�

国
か
ら
中
小
企
業
向
け
に
「
受
動
喫
煙
防
止

対
策
助
成
金
」
な
ど
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。(

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す)

屋
外
に
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
場
合
の
配
慮

事
項

○�

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
共
用
ス

ペ
ー
ス
へ
の
灰
皿
設
置
を
避
け
る
。

○�

た
ば
こ
の
煙
が
施
設
内
に
流
れ
込
ま
な
い

よ
う
、
施
設
の
入
口
付
近
へ
の
灰
皿
設
置
を

避
け
る
。

施
設
管
理
権
限
者
の
責
務

　
施
設
管
理
権
限
者
に
は
法
律
で
責
務
と
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

喫
煙
禁
止
場
所
に
喫
煙
器
具
や
設
備(

灰
皿

等)

を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

○�

喫
煙
場
所
を
設
け
た
場
合
、
施
設
出
入
口
お

よ
び
喫
煙
場
所
出
入
口
に
標
識
を
掲
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○�

喫
煙
場
所
に
20
歳
未
満(

従
業
員
含
む)

を
立

ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

喫
煙
者
の
対
応(

加
熱
式
た
ば
こ
を
含
む
）

　
受
動
喫
煙
対
策
は
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
に

変
わ
り
、
喫
煙
者
に
は「
配
慮
義
務
」が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
定
め
ら
れ
た
喫
煙
場
所
で
喫
煙
す
る
。

○�

特
に
子
ど
も
や
患
者
に
対
し
て
は
、
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

※�

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
無
く
そ
う
！

受
動
喫
煙
」で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
健
康
企
画
課〈
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
〉

　
☎
６
５
―
７
７
７
９

▲市ホームページ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付

を
日
曜
日
も
受
付
し
ま
す

10
月
１
日
か
ら
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

問 

市
民
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
１
）

問 

市
民
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
１
）

問 

彦
根
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
６
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
受
付
を
、
左
記

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
平
日
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
曜
開
庁
日
】(

９
時
〜
12
時)

○
市
民
課

　
10
月
13
日
、27
日
、11
月
10
日
、24
日
、

　
12
月
８
日
、22
日

　
令
和
２
年
１
月
12
日
、26
日
、２
月
９
日
、23
日
、

　
３
月
８
日
、29
日

○
北
部
振
興
局
　
福
祉
生
活
課

　
10
月
13
日
、11
月
10
日
、12
月
８
日

　
令
和
２
年
１
月
12
日
、２
月
９
日
、３
月
８
日
、29
日

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
１
か

月
程
度
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
市
民
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
１
１

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
☎
８
２
―
５
９
０
１

　
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。

【
対
象
と
な
る
人
】

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
65
歳
以
上
で
あ
る

○
世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

○�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
87
万
９
千
３
百
円

以
下
で
あ
る

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

○
前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
１
千
円
以
下
で
あ
る

【
請
求
手
続
き
】

○
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　�

　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
案
内

を
９
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

(

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書)

を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
人

　�

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
保
険

医
療
課
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き

し
た
り
、手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
　
　
　
☎
０
５
７
０
―
０
５
―
４
０
９
２

　
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
　��

☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
６

　
保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉　
　
☎
６
５
―
６
５
１
６

▲マイナンバーカードがあれば、
　コンビニのマルチコピー機で
　割安で住民票等が取れます。

▲登録はこちらから

▲厚生労働省
　ホームページ
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農
用
地
等
の
貸
付
・
借
受
希
望
を

受
け
付
け
ま
す

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

実
施
日
を
追
加
し
ま
す

「
幼
稚
園
」「
保
育
所
」「
認
定
こ
ど
も
園
」

入
園
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」通
所
の

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

じ
ん
け
ん
連
続
講
座（
第
２
回
）を
開
催

し
ま
す

消
費
税
法
改
正
に
伴
う
上
下
水
道
料
金

の
改
定
に
つ
い
て

問 

農
業
振
興
課（
☎
６
５
ー
６
５
２
２
）

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
５
ー
７
７
５
９
）

問 

幼
　
児
　
課（
☎
６
５
ー
８
６
０
７
）

子
育
て
支
援
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
４
）

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
５
ー
７
７
５
１
）

問 

人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

　
滋
賀
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
す

る
人
な
ど
か
ら
農
用
地
を
借
り
入
れ
、
担
い
手
農
家
な
ど
へ

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
用
地
の
貸
付
を
希
望
す
る
人

は
、
今
年
度
２
回
目
の
受
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
農
用
地
を
貸
し
た
い
人

【
対
　
　
象
】 

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
等

【
貸
付
期
間
】 

原
則
10
年
以
上

【
募
集
期
限
】 

11
月
８
日(

金)

※�

事
前
に
貸
付
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す(
申
出
書
は
、
左

記
窓
口
に
あ
り
ま
す)

。

※
貸
付
先
は
、機
構
の
貸
付
ル
ー
ル
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
ま
す
。

※�

貸
付
に
伴
い
協
力
金
の
交
付
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
細
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
用
地
を
借
り
た
い
人(

随
時
受
付
可
能)

【
対
　
　
象
】 

○
認
定
農
業
者

　
　
　
　
　�

○
認
定
新
規
就
農
者

　
　
　
　
　�

○
農
業
法
人

　
　
　
　
　�

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
お
け
る
中
心
経
営
体
等

※�

機
構
か
ら
農
用
地
を
借
り
受
け
る
に
は
、
事
前
に
借
受
希

望
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
今
回
の
貸
付
先
候
補
者

は
、11
月
22
日(

金)

ま
で
に
受
け
付
け
た
人
で
す
。

※�

今
年
度
す
で
に
借
受
希
望
申
込
書
を
提
出
し
て
お
り
、
申

込
内
容
に
変
更
が
な
い
人
は
、今
回
の
提
出
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
・
提
出
先

　�

農
業
振
興
課〈
本
庁
舎
２
階
〉、
北
部
農
林
振
興
事
務
所〈
北

部
振
興
局
１
階
〉、
農
業
委
員
会
事
務
局
〈
本
庁
舎
２
階
〉、

農
地
中
間
管
理
機
構
湖
北
地
域
窓
口
〈
滋
賀
県
湖
北
合
同

庁
舎
４
階
〉、各
Ｊ
Ａ

　
11
月
は
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
啓
発
強
化
月
間
」
で
す
。
子
宮

頸
が
ん
は
、
20
歳
代
後
半
か
ら
増
え
、
特
に
30
～
40
歳
代
の
女

性
で
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
「
が
ん
」
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
は

感
染
か
ら
発
症
ま
で
、
５
～
10
年
か
か
り
、
早
期
に
は
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
「
異
常
を
感
じ
た
ら
」
で
は
手
遅
れ
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
人
が
受
け
や
す
い
よ
う
、
託
児
つ
き
の
日

程
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

【
日
　
時
】 

11
月
１
日(

金)

９
時
～
11
時

【
場
　
所
】 

長
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー(

小
堀
町)

【
料
　
金
】 

子
宮
頸
が
ん
：
１
，０
０
０
円

�

乳
が
ん
　
　
：
49
歳
以
下
１
，５
０
０
円

�

　
　
　
　
　
　
50
歳
以
上
１
，２
０
０
円

【
対
　
象
】

○
子
宮
頸
が
ん
：�

20
歳
以
上
の
女
性
市
民
で
、
前
年
度
市
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

○
乳
が
ん
　
　
：�

40
歳
以
上
の
女
性
市
民
で
、
前
年
度
市
の

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

自
覚
症
状
の
あ
る
人
、
す
で
に
医
療
機
関
で
治
療
中
、
経
過

観
察
中
の
人
は
検
診
の
対
象
外
で
す
。

※�

託
児
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
申
込
み
時

に
担
当
課
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
健
康
推
進
課〈
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
〉

　
☎
６
５
―
７
７
５
９

【
受
付
期
間
】

　
10
月
８
日(

火)

～
18
日(

金)

【
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園(

短
時
部)

】

　
受
付
場
所
：
市
立
園
　
通
園
区
の
園

　
　
　
　
　
　
私
立
園
　
希
望
園

　
受
付
時
間
：
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園(

長
時
部)

】

　
受
付
場
所
：�

第
１
希
望
園
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多
目
的

ル
ー
ム
、北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
受
付
時
間
：
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

10
月
12
日(

土)

９
時
～
17
時
に
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多
目

的
ル
ー
ム
で
受
付

※�

10
月
10
日(

木)

、
17
日(

木)

は
19
時
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
１

階
多
目
的
ル
ー
ム
で
受
付

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

　
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
時
間

　
○
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
平
日
14
時
～
18
時

　
○
子
育
て
支
援
課
、北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

10
月
10
日(

木)

、
17
日(

木)

は
、
19
時
ま
で
子
育
て
支
援
課

の
み
受
付

※�

詳
し
く
は
、
広
報
な
が
は
ま
９
月
１
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
年
１
回
で
す
。
接

種
さ
れ
る
際
は
、医
療
機
関
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
人
。

　
○
65
歳
以
上
の
人

　
○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）

【
期
　
間
】

　
10
月
15
日(

火)

～
12
月
31
日(

火)

【
医
療
機
関
】

　
長
浜
・
米
原
市
内
の
実
施
医
療
機
関

　(

健
康
づ
く
り
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

※�

長
浜
・
米
原
市
以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
費
　
用
】

　
個
人
負
担
金
２
，２
６
０
円

※�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
接
種

前
の
申
請
に
よ
り
助
成
券
を

発
行
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

「
よ
り
よ
い
社
会
を
　
今
こ
こ
か
ら
　
わ
た
し
か
ら

�

～
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紹
介
講
座
～
」

【
と
　
き
】�

10
月
16
日(

水)

18
時
～
19
時
30
分(

予
定)

【
と
こ
ろ
】�

市
役
所
高
月
支
所
　
３
階
　
３
―

Ｂ
会
議
室

【
講
　
師
】�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

�

会
員
ト
レ
ー
ナ
ー
　

�

　
中な

か

邨む
ら�

満ま

由ゆ

美み�

氏

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
自
分
の
思
い
だ
け
を
一
方
的
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
ま

た
飲
み
込
ん
で
抱
え
込
む
の
で
も
な
く
、
自
分
も
相
手
も
尊

重
し
た
う
え
で
、誠
実
に
、率
直
に
、対
等
に
、自
分
の
要
望
や

意
見
を
相
手
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

※
対
象
は
、市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
す
。

※�

講
座
は
、
年
数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回

の
み
に
参
加
い
た
だ
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

参
加
費
、
事
前
申
込
は

不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
上

下
水
道
料
金
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
料
金
改
定
は
消
費
税
率
の
変
更
に
伴
う
も

の
で
あ
り
、
料
金
本
体
を
値
上
げ
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

新
税
率
の
適
用
時
期

①
９
月
30
日
以
前
か
ら
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
人

　
偶
数
月
検
針
地
域
の
皆
さ
ん
は
12
月
検
針
分
、
奇
数
月
検

針
地
域
の
皆
さ
ん
は
１
月
検
針
分
、
毎
月
検
針
の
皆
さ
ん
は

11
月
検
針
分
の
料
金
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
10
月
１
日
以
降
に
使
用
開
始
さ
れ
る
人

　
最
初
の
料
金
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
料
金
の
端
数
処
理
の
変
更
に
つ
い
て

　
企
業
会
計
と
し
て
適
正
な
会
計
処
理
、
消
費
税
申
告
事
務

を
行
う
た
め
の
取
組
と
し
て
、
下
水
道
料
金
の
端
数
処
理
を

「
10
円
未
満
」か
ら「
１
円
未
満
」に
改
め
ま
す
。

　
な
お
、
上
水
道
料
金
は
、
す
で
に「
１
円
未
満
」の
端
数
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
上
水
道
に
つ
い
て

　
　
長
浜
水
道
企
業
団(

☎
６
２
―
４
１
０
１)

　
下
水
道
に
つ
い
て

　
　
下
水
道
総
務
課(

☎
６
５
―
１
６
０
０)

▲インターネット予約
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

長浜市公式 SNS

● 長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

● 見聞録のイベントは市公式 Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ～す

８月18日(日)
開放感あふれる大会となりました
　南浜水泳場で第６回「琵琶湖・長浜オープンウォータースイ

ムレース」が開催されました。

　この日は天候にも恵まれ絶好のレース日和。参加者はスター

トの合図で一斉にゴールをめざし泳ぎ出しました。自然のコー

スらしくところどころ流れが速いところがあり、また浮力が少

ない淡水ならではの難しさもありますが、選手たちは完泳。選

手たちに大きな声援が送られていました。

８月25日(日)
命を繋ぐ献血に多くの人が協力
　西友長浜楽市店の駐車場で「1000人献血の会」主催の「湖北長浜

1000人献血運動夏の陣」が開催されました。

　当日は、140人が貴重な血液を提供したほか、骨髄バンクのド

ナー登録も呼びかけられました。

　また、木のジャングルジムや石けんを作る体験ブース、焼きそばや

タピオカが楽しめる模擬店が並び、子どもも楽しめるイベントにな

りました。

８月25日(日)
地域の文化や歴史に触れた一日　　
　丹生地域で「丹生谷文化財フェスタ」が開催されました。

　上丹生に伝わる伝統行事「茶わん祭」で地元の神社に奉納され

ている「稚児の舞」が披露されたほか、山飾りのサスはずしが実演

されました。

　また、普段は拝観することのできない国指定重要文化財「木造

観音菩薩立像」や、国指定重要文化財「木造薬師如来立像」が開帳

され県内外から多くの人たちが参拝に訪れていました。

９月２日(月)
みんなで最後の稲刈りを楽しみました
　杉野小学校のスクール田で、全校児童９人と明星大学ボラン

ティア４人が杉野小学校最後の稲刈りを体験しました。

　児童や学生たちは、地元の農業者やＪＡ北びわこの職員から丁

寧な指導を受け、黄金色の稲穂を刈り取りました。

　刈り終わった児童たちは「毎年、田植えや稲刈りを楽しみにし

ていた。天気のいい日にみんなと最後の稲刈りができてよかっ

た」と話しました。

8月31日(土)
華麗な演舞が多くの人を魅力
　浅井文化スポーツ公園でよさこいソーランのイベント「長浜あ

ざいあっぱれ祭り」が開催されました。

　このイベントは、まちおこしとして地元商工会を中心とした実

行委員会が毎年この時期に開いているもので、今年で20回目と

なります。

　県内をはじめ各地から26団体、およそ800人が出場し、チーム

個性あふれる熱い踊りで多くの来場者を魅了しました。

９月１日(金)
浅井家の歴史に思いを馳せました
　平方町にある徳

とく

勝
しょう

寺
じ

で浅井長
なが

政
まさ

の命日にあわせ「浅井家三代顕

彰法要会」が行われました。

　徳勝寺は初代浅井亮
すけ

政
まさ

の時代に小谷城の築城に伴い建立され、

浅井家が滅亡後、長浜城内に移したのち、現在の地となりました。

境内には初代亮政、二代目久
ひさ

政
まさ

、三代目長政の墓があります。

　毎年顕彰法要や墓前祭、記念講演が行われており、今年は約90

人が参加。浅井家の歴史に思いを馳せ偲ぶ一日となりました。

９月４日(水)
長寿を祝い敬老訪問
　加田町の老人介護施設長浜メディケアセンターで市内で2番

目に長寿の井
いの

上
うえ

住
すみ

栄
え

さん(106歳)を市長が敬老訪問しました。

　園芸や旅行が好きな井上さんは99歳から同施設に入所。市長

の敬老訪問には、長男の孝
こう

一
いち

さんも同席し一緒に祝いました。

　市長は「市民の代表でお祝いに来ました。施設の皆さんが元気

に過ごされていると嬉しく思います。これからも元気で頑張っ

てください」と語りました。

９月８日(日)
様々な職業を楽しく体験
　県立伊香高校を会場に長浜北商工会が主催する「いかよん祭」

が行われました。

　会場では高所作業車や建築、美容師など様々な体験ができる

ブースが並び、子どもたちは楽しみながら、働くことの大変さや

大切さを学んでいました。

　また他にも模擬店や、ロードトレインの走行などが行われ、多

くの家族連れで賑わいました。



やま折り

やま折り

やま折り
のりしろ のりしろ

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしや
すいまちをつくるため、「市民からのメッセー
ジ」を募集します。「広報ながはま」や市政に
関する意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さ
んと共有するため、今後、市ホームページで掲
載する場合があります。

●飛び出す市長室「座ぶとん会議」
　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接意見
交換をします。テーマは申込者が自由に設定でき
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
●ご意見箱
　市役所１階市民交流ロビーに、「ご意見箱」を
設置しています。
●市ホームページ
　トップページの「市へのご意見」から、
手軽に意見や提案を送ることができます。

ご利用ください長浜市の広聴制度市民の皆さんの声をお聞かせください

「市民からのメッセージ」

長浜市役所市民広報課 （ ☎６５－６５０４／FAX６５－４００６）【問合せ】

差
出
有
効
期
間

20
20
年
5
月
31
日

ま
で

≪記入方法等について≫

長 浜 市 役 所 市 民 広 報 課 行

長 浜 市 八 幡 東 町 ６ ３ ２

料
金
受
取
人
払
郵
便

長
浜
局
承
認

2
1

５
２
６
８
７
９
０

①複数の設問がありますが、いずれかの設問への記入だけでも受け付けます。
②郵便切手は不要です。FAXでの受付もできます。
③担当課からの返事をご希望の場合は、住所・氏名・連絡先をご記入ください。
メールアドレスのみ、番地や氏名の記載がないなどの場合は匿名扱いとなり、
お返事ができません。
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市政の動き　(８月21日～９月５日)
市役所内で行われた会議について、
その内容を概略でお知らせします。
詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容
８月21日(水)
長浜市環境審議会
担当課：環境保全課(☎６５－６５１３)

新一般廃棄物処理施設整備事業に係る環境アセスメントについて
事務局から説明を受け、質疑応答を行いました。

８月21日(水)
第１回長浜市国民健康保険運営協議会
担当課：保険医療課(☎６５－６５１２)

平成30年度の長浜市国民健康保険特別会計決算および平成30年
度長浜市国民健康保険特別会計(直診勘定)決算について事務局か
ら説明を受け、質疑ののち了承しました。

８月26日(月)
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会(第４回会議)
担当課：行政経営改革課(☎６５－６７０２)

指定管理者候補について審査を行った結果、西浅井地域振興関連施設は「有限会社�西浅井総合サー
ビス」を指定管理者候補として適当と判断しました。また、高月駅コミュニティーセンター関連施設お
よび妙理の里の指定管理者の募集にあたり、募集方法および募集要項等について審議しました。

８月28日(水)
長浜市指定管理者選定委員会第１委員会(第４回会議)
担当課：行政経営改革課(☎６５－６７０２)

指定管理者候補について審査を行った結果、西黒田まちづくりセンター等は「西黒田
ふるさと振興会議」、神照まちづくりセンターは「神照地区地域づくり協議会」を指定
管理者候補として適当と判断しました。また、長浜伊香ツインアリーナの指定管理
者の募集にあたり、募集方法および募集要項等について審議しました。

８月28日(水)
第９回長浜市空家等対策推進会議
担当課：建築住宅課(☎６５－６５３３)

市民等から寄せられた適正に管理されていない空家等情報のうち、
所有者等が対応されていない(十分でないものを含む)７件の審査を
行い、うち３件を特定空家等に認定しました。

８月29日(木)
第１回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課(☎６５－７７８９)

長浜市高齢者保健福祉審議会の役員を選出し、長浜市地域密着型サービス運営委員会および長浜市
支え合いの地域づくり推進委員会の委員の指名および任期について審議しました。また、高齢者保
健福祉事業の取組、介護保険事業の状況、第８期ゴールドプランながはま21の策定についてのスケ
ジュール、高齢者実態調査等の実施について事務局から報告・説明を受け、情報交換を行いました。

９月３日(火)
第１回長浜市健康づくり推進協議会
担当課：健康企画課(☎６５－７７７９)

健康ながはま21第４期計画および今年度の関連事業、専門部会の取
組について事務局から説明を受け、計画の推進方法、事業内容、今後の
健康づくり施策について協議しました。

９月５日(木)
長浜市道路整備アクションプログラム策定懇話会(第１回)
担当課：道路河川課(☎６５－６５３１)

長浜市道路整備アクションプログラム策定に係るスケジュールと見直
しについて事務局から説明を受け、質疑応答を行った後、評価指標に
係るアンケートを実施しました。

言
葉
豊
か
に 

未
来
を
創
る

　
長
浜
南
小
学
校
で
は
、

「
あ
い
さ
つ
、
返
事
、
は
き
も

の
揃
え
」｢

立
腰
、
歌
声
、
読

書
」「
詩
の
暗
唱
」等
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
中
で
も�

「
詩
の
暗
唱
」
は

30
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
家
族
や
先
生
、
友
だ

ち
に
詩
の
暗
唱
を
聞
い
て

も
ら
い
、
５
つ
詩
を
覚
え
た

ら
、
そ
の
内
の
１
つ
を
校
長

室
で
暗
唱
し
ま
す
。
１
年

間
に
１
人
お
よ
そ
50
編
、
中

に
は
２
０
０
編
以
上
の
詩

を
覚
え
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

の
お
気
に
入
り
の
詩
を
選

び
暗
唱
し
ま
す
。
暗
唱
す

る
詩
は
、
季
節
に
あ
っ
た
も

の
や
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
、

長
い
詩
、
短
い
詩
、
感
動
的

な
詩
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
詩

な
ど
様
々
で
す
。��

��

ま
た
、
年
２
回
全
校
詩
の

暗
唱
大
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
の
中
央
に

立
ち
、
聞
い
て
い
る
友
だ
ち

や
保
護
者
に
向
か
っ
て
練

習
を
重
ね
て
き
た
詩
の
暗

唱
を
発
表
し
ま
す
。
声
の

大
き
さ
や
言
葉
の
明
瞭
さ
、

リ
ズ
ム
を
は
じ
め
、
抑
揚
や

間
の
取
り
方
、
友
だ
ち
と
の

掛
け
合
い
、
声
の
重
ね
方
な

ど
、
毎
回
工
夫
し
た
発
表
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
澄
ん
だ

ま
な
ざ
し
で
、
聞
い
て
い
る

人
に
、
詩
の
一
つ
ひ
と
つ
の

言
葉
を
丁
寧
に
伝
え
よ
う

と
頑
張
り
ま
す
。
発
表
後

に
は
、
緊
張
感
か
ら
解
き
放

た
れ
、
ほ
っ
と
し
た
表
情
を

浮
か
べ
ま
す
。
会
場
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り

に
賞
賛
の
拍
手
が
送
ら
れ
、

全
校
が
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
す
。
　

　
み
ん
な
の
前
で
一
人
ひ

と
り
が
堂
々
と
発
表
で
き

る
の
は
、
毎
年
の
積
み
重
ね

の
賜
物
で
す
。
詩
を
暗
唱

し
、
人
に
伝
え
、
賞
賛
を
浴

び
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
中
に
豊
か
な
言
葉
や
、

人
に
思
い
を
伝
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
の
「
一
生
懸
命
な
姿｣

を

真
摯
に
受
け
止
め
、「
言
葉

を
豊
か
に�

心
を
豊
か
に�

そ

し
て�

未
来
を
豊
か
に
」育
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学校・園活動
紹介
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性別 年齢男・女 歳

住　所

氏　名

電　話
F A X

メール

長浜市

今月号の特集に関するご意見

広報ながはまに関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

※○をつけてください。

担当課からの返事をご希望の場合は、連絡先
をご記入ください。

FAXでも受け付けます。 FAX６５－４００６

（電話・メール・FAX）で返事を希望

谷折り

谷折り

谷折り

谷折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ
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「
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
の

つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い「
行
政
相
談
」

標
語
・
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

問

生
涯
学
習
文
化
課(

☎
６
５
ー
６
５
５
２)

問

滋
賀
県
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
７
７
―
５
２
３
―
１
１
０
０)

　
長
浜
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持

ち
、
健
全
に
成
長
で
き
る
よ
う
市
民
ぐ
る
み
で
考

え
、よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
11
月
10
日(

日)

　
13
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ(

難
波
町)

【
内
　
容
】
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
表
彰

小
・
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表

実
践
活
動
事
例
の
発
表

◯
リ
ラ
ク
ス
タ
ジ
オ「
ゆ
る
り
ら
」

◯
西
中
学
校
吹
奏
楽
部

◯
朝
日
小
学
校

◯
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会

　
　
　
　
第
３
位
富と

岡
大だ

い

み
お
かい

貴き

さ
ん

※
入
場
無
料
　
申
込
不
要

10
月
７
日(

月)

～
13
日(

日)

は

行
政
相
談
週
間
で
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
、
一
級
河
川
、
年
金
、
健
康
保
険
、
雇

用
保
険
、労
災
保
険
、戸
籍
、登
記
な
ど
に
関

す
る
国
の
事
務(

県･

市
町
に
委
任
し
て
い

る
事
務
な
ど
も
一
部
含
み
ま
す)

で
困
っ
た

と
き
は
、
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
は
無
料
・
予
約

不
要
・
秘
密
厳
守
で
す
。

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

(

一
日
合
同
行
政
相
談
所)

【
と
　
き
】
10
月
21
日(

月)

13
時
～
16
時

(

受
付
12
時
30
分
～
15
時
30
分)

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
１
階

多
目
的
ル
ー
ム

【
参
加
予
定
機
関
】

　
長
浜
公
証
役
場
・
滋
賀
労
働
局
・
彦
根

年
金
事
務
所
・
滋
賀
県
司
法
書
士
会
・
滋

賀
県
行
政
書
士
会
・
税
理
士
・
長
浜
市(

消

費
生
活
相
談)

・
米
原
市
・
行
政
相
談
委
員
・

滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

10
月
中
旬
以
降
の
行
政
相
談

①
10
月
11
日(

金)�
13
時
～
16
時

　
長
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
小こ

林ば
や
し

喜き

八は
ち

郎ろ
う

氏

②
10
月
15
日(

火)�

13
時
～
16
時

　
長
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
三み

浦う
ら

正ま
さ

司し

氏

③
10
月
15
日(

火)

９
時
～
12
時

　
び
わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
中な

か

川が
わ

博ひ
ろ

子こ

氏

④
10
月
17
日(

木)

９
時
～
12
時

　
長
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
小こ

林ば
や
し

喜き

八は
ち

郎ろ
う

氏

⑤
10
月
17
日(

木)

９
時
～
12
時

　
木
之
本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
谷た

に

口ぐ
ち

慶け
い

祐ゆ
う

氏

⑥
10
月
23
日(

水)

９
時
～
12
時

　
湖
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
竹た

け

本も
と

久ひ
さ

隆た
か

氏

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
の
標
語
募
集
を
行
い
、
特
選
・
入
選

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
と
共
催

し
、絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
、優
秀
作
品
・

入
選
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
標
語
な

ら
び
に
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
・
優
秀
作
品
の

展
示
を
４
会
場
で
行
い
ま
す
。

【
展
示
期
間
・
会
場
】

○
10
月
22
日(

火)

～
27
日(

日)

　
イ
オ
ン
長
浜
店(

山
階
町)

○
10
月
29
日(

火)

～
11
月
４
日(

月
・
振
休)

　
西
友
長
浜
楽
市
店(

八
幡
東
町)

○
11
月
６
日(

水)

～
10
日(

日)

　
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ(

難
波
町)

○
11
月
12
日(

火)

～
21
日(

木)

　
平
和
堂
木
之
本
店(

木
之
本
町)

問
合
せ

　
生
涯
学
習
文
化
課〈
本
庁
舎
３
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
５
２

問

生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５
ー
６
５
５
２
）

10
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問

健
康
企
画
課(

☎
６
５
ー
７
７
７
９)

　
毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
市
民
献
血
デ
ー
で
す
。

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

10
月
12
日(

土)

　
西
友
長
浜
楽
市
店

【
受
付
時
間
】
10
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
15
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
で
。

　(h
ttp
s://w

w
w
.b
s.jrc.o

r.jp
/k
k
/sh
iga
/)
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外
国
語
版
ご
み
分
別
ア
プ
リ

｢

こ
ほ
く
る
～
る｣

を
配
信
し
て
い
ま
す

10
月
27
日(

日)

は
ご
み
の
持
込
み
が

可
能
で
す

問 

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー (

☎
６
２
ー
７
１
４
３)

問 

環
境
保
全
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
３)

　
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
対
応
し
た

外
国
語
版
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
９
月
１
日
か
ら
配
信
し

て
い
ま
す
。

　
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を
検

索
で
き
る
分
別
辞
典
な
ど
、主
な
機
能
は
日
本
語
版
と
同

じ
で
す
。

　
ア
プ
リ
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

表
示
言
語
は
、端
末
で
設
定
し
て
い
る
言
語
に
対
応
し

た
言
語
と
な
り
ま
す
。

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊

香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ご
み
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

○
次
回
持
込
み
受
付
予
定
日

　
11
月
24
日(

日)

松
の
岩
公
園
墓
地
の
使
用
者
募
集

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

問 

環
境
保
全
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
３)

問 

環
境
保
全
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
３)

【
申
込
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　
②�

継
続
し
て
先
祖
の
祭
祀
を
主
宰

で
き
る
こ
と

　
③
墓
所
を
適
切
に
管
理
で
き
る
こ
と

　��(

区
画
内
の
定
期
的
な
除
草
等)

　
④�

同
一
世
帯
に
当
墓
地
の
使
用
者

が
い
な
い
こ
と

　
⑤�

墓
所
使
用
許
可
後
２
年
以
内
に

墓
石
建
立
予
定
で
あ
る
こ
と

【
募
集
期
間
】

　
10
月
１
日(

火)

～
15
日(

火)

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
※
当
日
消
印
有
効

【
申
込
み
】

　
直
接
ま
た
は
郵
送
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
○�

申
込
書
は
担
当
課
窓
口
の
ほ
か
、
松
の
岩
公
園
墓
地
管
理

事
務
所(

営
業
日
：
月
～
木
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
○�

申
込
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は
区
画
ご
と
に
抽
選
を
行
い

ま
す
。
抽
選
会
は
11
月
１
日(

金)

開
催
予
定
。（
詳
細
は
申

込
者
へ
別
途
連
絡
し
ま
す
）

　
○
申
込
は
１
世
帯
に
１
区
画
の
み
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
環
境
保
全
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
〒
５
２
６
―

８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
を
、
畑
や
ド
ラ
ム
缶
な

ど
で
焼
却
す
る
野
焼
き
は
、法
律
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
、左
記

の
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住
民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活

環
境
の
悪
化
を
ま
ね
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
健
康
に
も
悪
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
野
焼
き
に
関
し
て
は
、法
律
上
の
規
制
も
あ
り
ま
す
が
、近
隣

に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
左
記
の
例
外
と
さ
れ

て
い
る
野
焼
き
の
場
合
で
も
、
周
辺
か
ら
煙
や
悪
臭
で
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
中
止
や
焼
却
方
法
の
指
導
等
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

禁
止
の
例
外

○�

地
域
行
事
や
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

○
農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
の
廃
棄
物
の
焼
却

○�
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
行
わ
れ
る
軽
微
な

廃
棄
物
の
焼
却�

○�

国
・
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

○�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
応
急

対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

※�

火
災
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
は
消
防
署
へ
、
産
業
廃
棄
物(

事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物)

の
焼
却
や
常
習
性
が
あ

る
等
の
悪
質
な
場
合
は
、警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

　
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

法
人
に
あ
っ
て
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。

募集区画数 墓所面積 永代使用料 年間管理料

９区画 3.2㎡ 430,000円 3,360円

１区画 3.2㎡ 450,000円 3,360円

１区画 3.2㎡ 480,000円 3,360円

６区画 6.4㎡ 860,000円 6,730円

▲iPhone用

▲Android用　

女
性
の
活
躍
き
っ
か
け
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

転
倒
予
防
教
室
を
始
め
ま
せ
ん
か

長
浜
市
総
合
防
災
訓
練
関
連
行
事

木
造
住
宅
耐
震
化
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

問 

人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

問 

高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５
ー
７
８
４
１
）

問 

開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５
ー
６
５
４
３
）

　「
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
を
男
女
共
同
参
画

(

女
性
活
躍)

の
視
点
か
ら
紐
解
き
、一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け

づ
く
り
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
第
２
回
11
月
８
日(

金)

「
上
手
な
ス
ト
レ
ス
対
応
の
仕
方
」

講
師
　
Ｗ　

わ

　
ら

　

Ａ
Ｒ
Ａ
　
沢さ

わ

村む
ら�

保や
す

代よ�

氏

○
第
３
回
11
月
13
日(

水)

「
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
の〝
お
互
い
さ
ま
〟～
も
し
も(

災
害)

の
時
の
こ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
～
」

講
師
　
滋
賀
県
地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
山や

ま

岡お
か�

伸し
ん

次じ�

氏

○
第
４
回
11
月
20
日(

水)

「『
自
分
』を
後
回
し
に
し
な
い
、持
続
可
能
な
暮
ら
し
」

講
師
　
人
財
育
成
・
共
育
ち
ク
リ
エ
ー
タ
ー
　

　
　
　
中な

か

島じ
ま�

み
ち
る�

氏

【
と
　
き
】 

10
時
～
12
時

【
と
こ
ろ
】 

子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ

ロ

コ

Ｏ
Ｃ
Ｏ

�
(

え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
内
）

【
定
　
員
】 

各
15
人(

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了)

【
参
加
費
】 

無
料

【
申
込
み
】  

電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
で
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
申
込
先

　
子
育
て
支
援
カ
フ
ェ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
☎
０
８
０
―
６
１
８
０
―
６
０
５
０

　L
IN
E
@
:n
aj8
0
4
0
k

　
足
腰
の
筋
力
を
維
持
し
て
「
動
け
る
」
身
体
で
い
る
こ
と

は
、「
行
き
た
い
所
に
自
分
で
行
く
」「
し
た
い
こ
と
が
で
き

る
」
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。「
動
け
る
」
身
体
を
少
し
で

も
長
く
保
つ
た
め
に
、運
動
や
体
操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
地
域
で
運
動
や
体
操
を
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
対
象

に
、転
倒
予
防
教
室
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
が
多
く
あ
り

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
気
の
知
れ
た
仲
間
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で
も
動
け
る
自
分
を
め
ざ
し
た
活
動
を
始
め
た
い
人

は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
転
倒
予
防
教
室
と
は
】

　
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
が
地
域
を
訪
問
し
、
参
加
す
る
皆

さ
ん
が
体
操
や
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
お
よ
そ
３
か
月
間
、
毎
週
教
室
を
実
施
し
、
８
回
の
訪
問
支

援
を
行
い
ま
す
。
教
室
終
了
後
は
参
加
す
る
人
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
　
象
】

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人
で
、
体
操
な
ど
の
介
護
予
防
を

自
主
的
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ

※
原
則
10
人
以
上

【
会
　
場
】

　
地
域
の
自
治
会
館
や
公
共
の
施
設
等
、
継
続
し
て
自
主
活

動
が
で
き
る
場
所

※
開
催
場
所
は
各
グ
ル
ー
プ
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
考
え
よ
う

　
地
震
防
災
の
意
識
を
高
め
る
場
と
し
て
、
実
際
に
被
災
さ

れ
た
人
の
体
験
談
や
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
補
強
方
法
な

ど
将
来
に
起
こ
り
う
る
大
地
震
へ
の
対
策
の
必
要
性
を
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
に
、
耐
震
改
修
個
別
相
談

会
も
開
催
し
ま
す
。
建
築
の
専
門
家
が
個
別
に
お
答
え
し
ま

す
。

【
と
　
き
】 

10
月
27
日(

日)

�

①
セ
ミ
ナ
ー�

�

　
9
時
45
分
～
11
時
30
分

�

　(

受
付
は
9
時
15
分
か
ら)

�

②
個
別
相
談
会

�

　
11
時
10
分
～
11
時
45
分

【
と
こ
ろ
】 

長
浜
北
小
学
校(

八
幡
中
山
町)

【
定
　
員
】 

①
60
人

�

②
若
干
人

【
参
加
費
】 

無
料

【
対
　
象
】 

住
宅
の
耐
震
化
に
関
心
の
あ
る
人
　

【
申
込
み
】 

①
は
不
要
。

�

②�

は
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
開
発
建
築
指
導
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５
―
６
５
４
３

　
FAX�

６
５
―
６
７
６
０

▲子育て応援カフェＬＯＣＯのホームページ
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動
産
を
公
売
し
ま
す

平
和
祈
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

第
35
回 

観
音
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

花
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

問 

滞
納
整
理
課（
☎
６
５
ー
６
５
１
７
）

問 
長
浜
市
平
和
祈
念
式
典
実
行
委
員
会
事
務
局

(

総
務
課
内)

（
☎
６
５
ー
６
５
０
３
）

問 

都
市
計
画
課（
☎
６
５
ー
６
５
４
１
）

　
市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た
物
件
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

　
参
加
す
る
に
は
、参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

【
参
加
申
込
期
間
】

　
９
月
26
日(

木)

13
時
～
10
月
11
日(

金)

23
時
ま
で

【
入
札
期
間
】

　
10
月
18
日(

金)

13
時
～
20
日(

日)
23
時
ま
で

【
参
加
資
格
】

　
国
税
徴
収
法
お
よ
び
条
例
等
で
参
加
を
制
限
さ
れ
て
い
る

人
を
除
き
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※�

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

※�

公
売
金
額
、
参
加
の
方
法
等
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
没
者
の
追
悼
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、
長
浜
市
平
和
祈
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と
　
き
】 

11
月
９
日(

土)

９
時
30
分
～
11
時

【
と
こ
ろ
】 

湖
北
文
化
ホ
ー
ル(

湖
北
町
速
水)

【
内
　
容
】  

献
花
、
沖
縄
に
お
け
る
平
和
学
習
感
想
文
発
表
、

平
和
を
願
う
讃
歌
等

※
申
込
不
要
、参
加
無
料

　
観
音
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
、
高
月
地
域
の
観
音
堂

等
が
一
斉
に
開
帳
さ
れ
、
各
観
音
堂
等
を
巡
る
「
巡
回
バ
ス

(

有
料)

」が
運
行
さ
れ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
高
月
駅
東
口
駐
車
場
内

を
会
場
に
、
門
前
市
と
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
模

擬
店
が
多
数
並
び
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
特
別
に
開
帳
さ
れ
る

観
音
堂
等
を
巡
る
事
前
予
約
制
の
ツ
ア
ー(

周
遊
バ
ス
ツ

ア
ー)

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】 

10
月
20
日(

日)

９
時
～
17
時

�

※
門
前
市
は
、10
時
～
17
時

【
と
こ
ろ
】  

Ｊ
Ｒ
高
月
駅
東
口
駐
車
場
内
お
よ
び
高
月
町
周

辺
の
各
観
音
堂
等

【
内
　
容
】  

◯
お
い
し
い
地
元
グ
ル
メ
勢
ぞ
ろ
い
の
門
前
市

　
　
　
　
　�

子
供
が
遊
べ
る
屋
台
も
た
く
さ
ん

�

◯�

た
か
つ
き
認
定
こ
ど
も
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊

や
よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
の
披
露

�

◯�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
観
音
の
里
こ
こ
ろ
の
巡
礼

な
ど

問
合
せ
・
申
込
先

　
観
音
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
北
部
振
興
局(

地
域
振
興
課
内)

　
☎
８
２
―
５
９
０
０

　
長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
で
は
、「
花
と

緑
の
寄
せ
植
え
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
寄
せ
植
え
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

お
一
人
や
ご
家
族
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

【
と
　
き
】 

10
月
27
日(

日)

�

午
前
の
部
：
10
時
～
　
午
後
の
部
：
13
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】 

臨
湖(

港
町)

【
対
　
象
】 

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
持
ち
物
】 

作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋
、移
植
ご
て
等

【
定
　
員
】 

午
前
・
午
後�

各
30
人(

先
着
順)

【
参
加
費
】 

大
人
１
，０
０
０
円
　
中
学
生
以
下
５
０
０
円

【
申
込
み
】  

10
月
７
日(

月)�

９
時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
事
務
局

　
☎
６
５
―
６
５
４
１

第49回滋賀県芸術文化祭参加事業
「第44回長浜市芸術文化祭」行事  10月下旬の開催事業　　

問 長浜市民芸術文化創造協議会(長浜文化芸術会館)（☎６３ー７４００）

◇第６回長浜市中学校吹奏楽祭
10月18日(金)10時～／浅井文化ホー
ル／市内の中学校吹奏楽部による吹
奏楽の祭典。
◇ 長浜まちなかフェスタ・長浜まち

づくりセンター文化交流作品展・
子ども美術展
10月18日(金) ～ 20日(日)9時～17時
(最終日14時30分まで)／長浜まちづ
くりセンター・長浜小学校・西中学
校／まちづくりセンターで活動して
いるサークルの作品および子ども学
び座での子どもたちの作品展示。
◇ 第78回湖国文芸吟社「鳰

にお

」秋季句歌大会
10月19日(土)20日(日)９時～16時／
虎姫時遊館／文芸句歌発表会、短歌、
俳句、冠句、情歌の４部門発表大会。
／入花料2,000円、入場無料
◇長浜市舞台芸術交流祭
10月20(日)13時30分～／長浜文化
芸術会館／地域で舞台芸術活動をし
ている皆さんの舞台発表を開催。特
別出演として小松市文化協会から小
松能楽会の発表。
◇市民のつどい・文化のつどい
　第21回浅井文化祭
10月20日(日)下草野まちづくりセン
ター／10月27日(日)上草野･七尾･田根
まちづくりセンター／11月２日(土)３
日(日・祝)浅井文化ホール／11月17日
(日)湯田まちづくりセンター／いずれ
も９時～16時(11月２日３日は19時ま
で)／各教室の作品展示、芸能発表。

◇第18回第４日曜写生会会員作品展
10月25日(金) ～ 27日(日) ９時～16時
30分(初日12時から、最終日16時まで)
／長浜文化芸術会館／風景画の展示。
◇ 第二十二回ほくほく寄席『笑

しょう

福
ふ く

亭
て い

伯
は く

枝
し

・たま二人会』
10月26日(土)18時30分～／十里街
道生活工芸館テオリア／めでたく高
座復帰、笑福亭伯枝さんの実体験を
語る「闘病日記」と「お楽しみ」の二席。
今や飛ぶ鳥を落とす勢いと、伯枝さん
ご推薦の笑福亭たまさんは「源

げん

平
ぺい

盛
せい

衰
すい

記
き

」。恒例、お楽しみ抽選会もありま
す。／前売1,500円当日1,800円
◇第37回松

しょう

月
げ つ

堂
ど う

古流秋のいけばな展
10月26日(土)27日(日)9時～16時／長
浜文化芸術会館／日本生花司松月堂古流
の生花、現代花、流麗花の作品展を開催。
◇第55回南郷里文化祭
10月26日(土)27日(日) ９時～15時
30分／南郷里まちづくりセンター／
まちづくりセンターサークル・各種
団体・一般による書道・パッチワー
ク・はり絵・絵てがみ・手芸などの
作品展示や詩吟・カラオケ等のステー
ジ発表。自治会主体の模擬店も開催。
◇ 六荘まちづくりセンター文化祭
「六荘サークル発表会」
10月26日(土)9時30分～16時、27
日(日)10時～15時／六荘まちづくり
センター／サークルの作品展示と芸
能発表を行います。県内美術館によ
る出前講座を同時開催。

◇第44回虎姫ふれあい文化祭
10月26日(土) ９時～17時
27日(日)9時～15時／虎姫文化ホー
ル／各サークル、子どもから大人の
作品展示。２日目は各団体によるス
テージ発表。模擬店もあります。
◇第51回西浅井文化祭
10月26日(土) ～11月３日(日・祝)
９時～ 17時(最終日は16時まで) ／
西浅井まちづくりセンター／文化作
品展示：こども園、小中学校、各種福
祉施設、地域内文化団体、一般。舞台
発表：各文化活動団体および一般
◇ 2019KOHOKUふれあい広場文化

祭みんなの作品展ステージ発表会
作品展：10月26日(土) ～10月29日(火)
８時30分～19時/作品展：湖北地域内の
保幼小中の絵画・書・各種文化団体・サー
クル・まちセン各種教室・自治会サロン・
ディサービスなどや個人の作品展
ステージ発表：11月24日(日) ９時～13
時／湖北文化ホール・湖北まちづくりセ
ンター／まちセンのフラダンスやキッズ
ダンス教室および各種サークル(オカリ
ナ・大正琴・舞踊・和太鼓など)や湖北中
吹奏楽部の日ごろの活動成果の発表会。
◇第68回芸能文化祭
10月27日(日)13時～／長浜文化芸
術会館／箏・三絃・尺八による邦楽
演奏と日本舞踊・吟詠・剣舞の伝統
芸能を披露する。日ごろの練習の成
果の発表会。

※参加費表記のない行事は入場無料です。 ◀︎芸術文化祭の詳細は
　こちらから

山を活かす、山を守る、山に暮らす交流会２０１９
問 森林田園整備課（☎６５ー６５２６）

　森林山村地域の魅力を県内外の都市部に住む人たち
にＰＲし、森林山村での就労や移住を考えるきっかけと
なる交流会を開催します。

【と　き】�10月５日(土)10時～15時30分
【ところ】 ウッディパル余呉(余呉町中之郷)

森林山村地域の美味を堪能
　ジビエ料理や薪ストーブで焼いたピザ、きのこ豚汁な
ど、森林の恵みが堪能できます。(販売)

森林山村地域からの贈り物
　抽選で50人に「切り株イス」をプレゼントします。ご
家庭で木の温もりを感じてください。

10月は「びわ湖水源のもりづくり月間」です
　県内各地で様々なイベントが開催されます。私たち
の暮らしを支える森林に目を向け、豊かな森林をつくる
活動にぜひご参加ください。
※�詳しくは県のホームページまたは
担当課へお問い合わせください。

◀︎県のホーム
　ページ

▲エドワーズ エレキベース(左)、
　ヤマハ アコースティックギター (右)
　(公売物件の一部)
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シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコー
ナーでは、数ある文化財の中から代表的な
ものをシリーズで紹介します。
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市指定文化財　木
も く

造
ぞ う

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

立
りゅう

像
ぞ う

登録日：平成 21 年３月 30 日

所在地：小
お

野
の

寺
で ら

町

　
賢げ

ん

明み
ょ
う

院い
ん

は
小
野
寺
町
に
あ
る
真
言
宗
豊ぶ

山ざ
ん

派は

寺
院
で
、か
つ
て
は
小
野
寺
、浄

じ
ょ
う

水す
い

寺じ

と
も

称
し
ま
し
た
。
創
建
は
不
詳
で
、
本
尊
は
江

戸
時
代
作
の
薬
師
如
来
像
で
す
。
境
内
に

石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う(

元げ
ん

亨こ
う

２
年
・
１
３
２
２)

が

あ
り
、
隣
接
す
る
神し

ん

明め
い

神
社
は
も
と
十

じ
ゅ
う

八は
っ

所し
ょ

権ご
ん

現げ
ん

と
も
称
し
、
仁に

ん

寿じ
ゅ

元
年(

８
５
１)

に
小

野
寺
を
開
い
た
小お

の
の
た
か
む
ら

野
篁
が
、
守
護
神
と
し
て

祀
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

の
地
誌『
淡お

う

み

こ

ま

ざ

ら

え

海
木
間
攫
』の
小
野
寺
村
の
項
に

は
、真
言
宗
浄
水
寺
の
名
が
見
え
、京
都
嵯
峨

大だ
い

覚か
く

寺じ

の
末
寺
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
東

浅
井
郡
志
』に
よ
れ
ば
小
野
寺
は
、
近
隣
の
醍だ

い

醐ご

寺じ

、
飯は

ん

山ざ
ん

寺じ

、
大だ

い

聖し
ょ
う

寺じ

、
保ほ

う

楽ら
く

寺じ

と
と
も
に

下
草
野
五
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
飛
鳥
時

代
の
呪
術
者
で
あ
る
役え

ん
の
お
づ
ぬ

小
角
の
創
建
で
、
一

山
に
49
院
を
有
し
た
と
伝
え

ま
す
。

　
浄
水
寺
は
明
治
６
年
に
火

災
に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
、

明
治
23
年
に
復
興
の
一
環

で
、
神じ

ん

照し
ょ
う

寺
の
下
寺
で
あ
っ

た
賢
明
院
と
合
併
し
ま
し

た
。
本
像
は
そ
の
と
き
、
神

照
寺
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
と

伝
え
ま
す
。
賢
明
院
は
現
在
、

自
治
会
長
が
中
心
と
な
っ
て

小
野
寺
町
が
管
理
し
、
本
像

は
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
木
造
で
像
高
48
．

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
頭
頂

に
肉に

っ

髻け
い(

頭
部
の
隆
起)

を
表
し
、
衲の

う

衣え

と
い

う
衣
を
左
肩
か
ら
懸
け
、
右
肩
を
覆ふ

肩げ
ん

衣ね

と

い
う
衣
で
覆
い
、
下
に
裳も

を
着
け
る
通
例
の

如に
ょ

来ら
い

形ぎ
ょ
う

で
、右
手
を
曲
げ
、左
手
を
下
げ
て
来ら

い

迎ご
う

印い
ん

を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
像
で
す
。

　
低
め
で
小
さ
い
肉
髻
は
地じ

髪は
つ

と
の
境
界
が

あ
い
ま
い
で
、
大
粒
の
螺ら

髪ほ
つ(

丸
ま
っ
た
髪)

を
切
り
付
け
ま
す
。
額
は
狭
く
、
丸
顔
に
三

日
月
形
の
伏
し
目
を
小
さ
く
表
し
、
温
和
な

表
情
を
し
て
い
ま
す
。
襟え

り

も
と
を
一
段
折
り

返
し
て
左
右
対
称
に
整
え
、
大
腿
部
に
連
続

す
る
同
心
円
状
の
衣え

文も
ん

線せ
ん

、
股
間
に
Ｙ
字
形

衣
文
を
配
す
る
な
ど
、
平
安
時
代
中
期
の
如

来
像
に
み
ら
れ
る
古
様
な
作
風
が
み
ら
れ
ま

す
。
特
に
膝
下
に
は
、
こ
の
時
代
に
流
行
し

た
翻は

ん

波ぱ

式し
き

衣え

文も
ん

を
等
間
隔
・
左
右
対
称
に
刻

み
ま
す
。

　
木
材
の
材
種
は
不
明
な
が
ら
、
頭
体
幹
部

は
両
袖
ま
で
含
め
た
一
木
造
で
、
内う

ち

刳ぐ
り

は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
状
、
す
ね
か
ら
下
を
根ね

継つ

ぎ

し
、
両
手
先
も
後
か
ら
補
わ
れ
た
も
の
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
２
尺
に
も
満
た
な
い
小
像
で
す
が
、
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
、
体
部
に
比
べ
て
頭
部

を
小
さ
く
つ
く
り
、
大
腿
部
を
大
き
く
表
し
、

腰
下
が
非
常
に
長
く
た
く
ま
し
い
姿
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仏
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
平
安
時
代
中
期

(

11
世
紀
前
半)

の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問�

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　
　�

（
☎
６
３
―
４
６
１
１
）

▲木造阿弥陀如来像の頭部

秀
吉
が
造
っ
た
長
浜
城
石
垣
を
発
見

　
実
り
の
秋
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
各
地

で
秋
を
彩
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
で

す
。

　
さ
て
、
湖
北
・
長
浜
の
文
化
の
薫
り
と
歴

史
の
重
み
は
日
本
一
で
す
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
長
浜
城
は
、
天
下
人
と
な
っ
た
戦
国

武
将�

羽
柴
秀
吉(

後
の
豊
臣
秀
吉)

が
、
当
時

「
今
浜
」と
呼
ば
れ
て
い
た
地
を「
長
浜
」と
改

め
、
初
め
て
そ
の
居
城
と
し
て
築
城
し
た
こ

と
か
ら
、「
出
世
城
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
先
日
、
市
の
行
う
長
浜
城
跡
の
発
掘
調
査

で
、
秀
吉
が
城
主
だ
っ
た
時
代
に
築
か
れ
た

と
見
ら
れ
る
石
垣
が
見
つ
か
り
、
秀
吉
が
築

城
し
た
と
い
う
証
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
各
種
文
献
な
ど
か
ら
秀
吉
が

長
浜
城
を
築
城
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し

た
が
、
大
坂
夏
の
陣
に
勝
利
し
た
徳
川
家
に

よ
り
１
６
１
５
年
に
廃
城
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、遺
構
と
し
て
は
、ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら

ず
、
城
と
し
て
機
能
し
た
時
代
の
明
確
な
絵

図
面
等
も
な
い
こ
と
か
ら
、
城
の
全
容
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
発
掘
調
査
で
、
石
垣
の
底
の
部
分

に
置
く
根ね

石い
し

８
個
と
、
大
量
の
裏う

ら

込ご
め

石(

栗ぐ
り

石い
し)

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
築
城
時
期
が
推

定
で
き
る
石
垣
の
発
見
は
、
今
回
が
初
め
て

と
の
事
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
８
月
17
日
の
現
地
説

明
会
に
は
全
国
か
ら
、
秀
吉
フ
ァ
ン
や
、
お

城
フ
ァ
ン
な
ど
約
３
０
０
人
以
上
が
長
浜

城
跡
に
集
ま
り
、
歴
史
ロ
マ
ン
を
体
感
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
長
浜
城

歴
史
博
物
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
戦
国
の

歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
長
浜
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
は
、
や
は
り
歴

史
・
文
化
で
あ
り
、
全
国
に
「
歴
史
・
文
化

の
ま
ち
長
浜
」
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
日
本
人
が
生
涯
で
が
ん
に
か
か
る

確
率(

罹り

患か
ん

率)

は
、
約
２
人
に
１
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
大
腸

が
ん
は
、
食
事
の
欧
米
化
な
ど
の
影

響
で
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

全
て
の
が
ん
の
中
で
罹
患
率
は
１

位
、
死
亡
数
は
２
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。大
腸
が
ん
の
進
行
度
は
、ス
テ
ー

ジ
０ゼ

ロ

～
Ⅳ

フ
ォ
ー

で
表
さ
れ
、
早
期
の
段
階

で
あ
る
ス
テ
ー
ジ
０
や
Ⅰワ

ン

の
５
年
生

存
率
は
90
％
以
上
。
つ
ま
り
、
大
腸

が
ん
は
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
治
療

に
よ
っ
て
治
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
に

は
、40
歳
以
上
の
人
は
年
に
１
度
、大

腸
が
ん
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
る
と
、
大
腸
が
ん
で
死
亡
す

る
確
率
が
60
～
80
％
下
が
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
は
、
便べ

ん

潜せ
ん

血け
つ

検け
ん

査さ

と
い
う
便
の
中
に
血
液
が
混
ざ
っ

て
い
な
い
か
を
調
べ
る
検
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ

た
人
は
、医
療
機
関
を
受
診
し
、大
腸

内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
５
％

程
度
で
大
腸
が
ん
、
20
～
30
％
で
前

が
ん
病

び
ょ
う

変へ
ん

と
い
わ
れ
る
大だ

い

腸ち
ょ
う

腺せ
ん

腫し
ゅ

(

ポ
リ
ー
プ)

が
発
見
さ
れ
ま
す
。

　
検
診
を
お
勧
め
す
る
と
、「
今
、

症
状
が
な
い
か
ら
」
と
、
検
査
に
消

極
的
な
人
も
多
い
の
で
す
が
、
早
期

の
大
腸
が
ん
に
は
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
総
合
健
診
、
医
療
機

関
健(

検)

診
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
円
、
８
０
０
円
の
自
己
負
担

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
症
状
が
な
く
て
も
ぜ
ひ
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
腹
痛
、
出

血
、便
秘
・
下
痢
な
ど
の
便
通
異
常
、

便
の
狭
小
化
、
残
便
感
な
ど
の
症
状

が
既
に
あ
る
人
は
、
医
療
機
関
で
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
検
診
と
同
時
に
重

要
な
の
が
、
が
ん
に
な
ら
な
い
生
活

で
す
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
禁
煙
」、

「
節
酒
」、「
食
生
活
」、「
身
体
活
動
」、

「
適
正
体
重
の
維
持
」の
５
つ
の
健
康

習
慣
の
実
践
で
、
が
ん
リ
ス
ク
は
軽

減
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市立病院通信-○-102
このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

消化器内科部長

野
の

田
だ

�恵
よし

加
か

�先生

問�

市
立
長
浜
病
院

　（
☎
６
２
―
２
３
０
０〈
代
表
〉）

▲木造阿弥陀如来像

▲秀吉時代の石垣に歴史ロマンを感じて
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

利用条件等の詳細については、下記までお問い合わせください。
※ただし、市外に住所のある個人・法人は５割増しになります。

びわ湖でマリンスポーツを楽しみませんか。
【場　　所】 長浜ヨットハーバー (大島町)

【利用料金】 下記のとおり(消費税込)

問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(市民交流センター)☎６５－３３６６

記事広告

記事広告奥びわ湖ポップフェスティバル Halloween at Nishiazai

区分
陸置料(年額) 係留料(年額)

５ｍ以下の船 ５ｍを超える船 ９ｍ以下の船 ９ｍを超える船

市内個人・法人 52,380円 68,090円 62,850円 81,710円

～バドミントン婚活に参加してみませんか～
「運動が苦手」という人でも大丈夫。男女ともに無理な
く楽しめ、自然に仲良くなれる内容です。バドミントン
の後は、プロフィールカードを見ながらトークタイム。
会話を通じてお互いを知ることができます。お気軽に
参加ください。１人参加歓迎。

【と　き】 11月23日(土・祝)13時30分～17時(受付13時)
【ところ】 セミナー＆カルチャーセンター臨湖(港町)
【対　象】 25歳～ 39歳の独身の男女
※市内在住、在勤または長浜市へ移住していただける人。

【司　会】 小
お

野
の

�千
ち

穂
ほ

�さん(フリーアナウンサー )

【定　員】 男女各12人(申込み多数の場合抽選)

【参加費】 男性4,500円　女性1,500円
【申込み】  11月10日(日)までに申込用紙で、ＦＡＸ、郵

送、メールまたは直接下記までお申し込み

ください。

※�申込用紙を希望する人は、下記までお問い合わせくだ

さい。またホームページからダウンロードもできます。
問・申�セミナー＆カルチャーセンター臨湖

〒526－0067　港町４－９

(☎６５－２１２０／FAX６３－３２３５)

�desk@nagahama-rinko.info

http://nagahama-rinko.info/ ホームページ▲

長浜ヨットハーバー契約者募集

　ハロウィン風に飾られた会場に、市内の中高生が奏でるポップナン

バーが色を添えます。フィナーレでは夜空に舞い上がる大花火に時を忘

れ、季節外れの演出に心を癒されてください。

【と　き】 10月20日(日)　17時～20時　※入場無料
【ところ】 西浅井まちづくりセンター駐車場(雨天時/西浅井運動広場体育館)
【内　容】 17時～� ◯軽音バンドステージ　出演：市内の中高生バンド

� � ◯夜店オープン(たこ焼き・焼きそば・フランクフルト・焼き鳥�ほか)

� � ◯仮装フォトコンテスト� ※参加の方は本部テントにお越しください。（随時受付）

� � � ※コンテスト参加者全員に参加賞をプレゼントします。

� � ◯ハロウィンキャンドル作り� ※先着50人(なくなり次第終了)

� � ◯ハロウィンクイズリレー� ※全問正解で賞品進呈

� 20時頃～� ◯フォトコンテスト入賞者発表・打上花火～閉会
問�西浅井まちづくりセンター (☎８９－１１２５)

10月の税・料
固定資産税・都市計画税� ３期
国民健康保険料� ５期
介護保険料� ５期
後期高齢者医療保険料� ４期
安心で安全な口座振替を始めませんか。

不用品交換情報（９月９日現在）
◆ください（無料）
○子ども用自転車○ラジカセ○卓球台○杵
と臼○携帯ラジオ○ファンシーケース○ベ
ビーカー (Ａ型)○大人用三輪自転車○バッ
ティングネット○大人用自転車○テレビ台
○カウンターテーブル○盆栽鉢(小)○二段
ベット

◆あげます（無料）
○ドッグ用キャリーボックス○植木鉢(素焼)
○植木鉢(大)○掛布団○食器棚(大)○籐の
テーブル(椅子付)○ついたて
※現物は保管していません。
※�市は取次ぎのみで、利用者双方の話合い
で決定していただきます。

問�環境保全課（☎６５－６５１３）

結婚相談
○市民交流センター(地福寺町)
　10月８日(火)、24日(木)　18時～20時
○湯田まちづくりセンター(内保町)
　10月25日(金)　18時～20時
○湖北まちづくりセンター(湖北町速水)
　10月17日(木)　18時～20時
○高月支所(高月町渡岸寺)
　10月9日(水)　13時～15時
○木之本まちづくりセンター(北部振興局内)
　10月17日(木)　15時～17時
○余呉まちづくりセンター(余呉町中之郷)
　10月26日(土)　10時～12時
○西浅井まちづくりセンター(西浅井支所内)
　10月16日(水)　17時～19時
申�社会福祉課(☎６５－６５３６)
　市ホームページ「結婚支援」で検索ま
たは右記ＱＲコードから。
※�いずれの会場も提供できる情
報は同じです。
※�登録の有効期限は３年です。再
登録を希望する人は、各会場で
申請をお願いします。

長浜米原休日急患診療所
10・11月の診療日のお知らせ

【診療日】� �10月６日、13日、14日、20日、
22日、27日、

� �11月３日、４日、10日、17日、
23日、24日

【受付時間】�８時30分～11時30分
� 12時30分～17時30分

【診療時間】�９時～18時
【診療科】�内科・小児科
【場　所】�宮司町1181－２
� 湖北医療サポートセンター
� 「メディサポ」内

【電話番号】�６５−１５２５
※�電話はおかけ間違いのないようにご注意く
ださい。
※�受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬手帳・
母子健康手帳(乳幼児の場合)をお忘れなく。
※診療日は日曜・祝日・年末年始
　(12月30日～１月３日)です。
問�地域医療課(☎６５－６３０１)

北国街道きのもと宿 「秋たわわ」問 北国街道きのもと宿まつり実行委員会
　 (きのもと交遊館内)（☎８２ー６３１１）

北国街道の宿場町として栄えた木之本宿一帯で、木之本を盛り上げる様々なイベントを開催します。

【期　間】10月12日(土) ～ 11月24日(日)
○主なイベント

《Ｄの一族、現る　～Ｄ51形200号機～》
　ＳＬ北びわこ号（Ｄ51形200号機）の運行に合わせ、ミニ
ＳＬ乗車や射的・スマートボール等の子ども向けの催し
や、石炭まんじゅうのふるまい（数量限定）を実施します。

【と　き】 10月13日（日）
【ところ】 ＪＲ木ノ本駅周辺

《きのもとイチオシスタンプラリー　秋たわわ》
　北国街道木之本宿周辺の対象店舗のうち２店で買い物
をして応募すると、抽選で木之本の特産品等が当たるスタ
ンプラリーを実施します。

【実施期間】11月２日(土) ～ 24日(日)
【応募会場】 きのもと交遊館、ふれあいステーションおかん

《きのもと交遊館企画展
　「発酵するまち “きのもと”」》
　木之本の「発酵」を食べたり、見たり、体験し
ませんか。期間中、きのもと交遊館を中心に、
パネル展示や発酵トークイベント、発酵バイキ
ング、発酵マルシェ、発酵Ｂａｒなどを開催。

【と　き】 11月２日(土) ～ 24日(日)
【ところ】 きのもと交遊館、北国街道木之本宿一帯

ハ ロ ウ ィ ン ア ッ ト ニ シ ア ザ イ
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情報ひろば
●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
　掲載希望の場合は下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。✉ kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
　11月15日号 ： 10月11日(金)　 12月１日号 ： 10月24日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課 (☎65－6504) までお問い合わせください。

有料広告欄

◆Ｈ
ハ ー ト ト レ イ ン

ｅａｒｔＴｒａｉｎ講座
①大人のリトミック教室「おとみっく」
音とリズムを使った能トレ＆身体活動

【と　き】�10月８日(火)
� 10時30分～11時30分

【ところ】�六荘まちづくりセンター(勝町)
【講　師】�中

なか

山
やま

�ありか�氏
【定　員】�10人(先着順)
【参加料】�800円(初参加無料)
②ヨガ教室

【と　き】�10月10日(木)
� 10時30分～11時30分

【ところ】�六荘まちづくりセンター(勝町)
【講　師】�小

こ

宮
み

山
やま

�和
かず

子
こ

�氏
【定　員】�15人(先着順)
【参加料】�500円
≪共通事項≫

【申込み】�電話またはメールで下記まで。
問・申�Heart�Train�dai～ dai～�村

むら

山
やま

　　��(☎０９０－４０３８－８８９９)
　　　 �daidai.risa@gmail.com

◆落語入門教室
【と　き】�10月27日(日)15時15分～16時
【ところ】�レンタルスペース松橋(北船町)
【内　容】�落語の基礎を学び演じます。
【定　員】�15人(先着順)
【受講料】�500円(テキスト代)
【持ち物】�手ぬぐい、扇子(あれば)
【申込み】�開催３日前までに電話で下記まで。
※経験・年齢不問
問�白扇落語会事務局
　�(☎０９０－８５６５－７５５８)

◆介護福祉国家試験対策公開講座
【と　き】�①集中講座１日目
� 　10月31日(木)10時～17時
� ②集中講座２日目
� 　11月１日(金)10時～17時
※直前講座１月17日(金)10時～17時予定

【ところ】�特別養護老人ホームアンタレス
� (加田町)

【定　員】�60人(先着順)
【受講料】�6,000円／日
� (別途研修資料2,332円必要)

【申込み】� �10月28日(月)までに電話で下
記まで。

問・申�青祥会法人本部(☎６８－４１１４)

◆体験教室「鍛冶屋さんになろう」
【と　き】�11月９日(土)10時～
【ところ】�萬

まん

右
よ

鍛
か

冶
じ

小
ご

屋
や

(鍛冶屋町)
� 集合場所：浅井球場駐車場
� 集合時間：９時20分

【内　容】� �五寸釘からペーパーナイフを
作る鍛冶体験をします。

【定　員】�15人
【参加費】�500円
【持ち物】�軍手
【申込み】�電話または直接下記まで。

問・申�浅井歴史民俗資料館
　　��(☎７４－０１０１)

◆「2030年の滋賀と私を考える会議」
　参加者募集
持続可能な社会の実現に向け、自分自身
が何をすべきかについて、県民の皆さん
と一緒に考える会議です。スペシャルゲ
ストも参加します。ぜひご参加ください。

【と　き】�10月29日(火)15時～18時
【ところ】�市民交流センター(地福寺町)
【定　員】�30人(先着順)
【申込み】� �滋賀県ホームページ内のし

がネット受け付けサービスで
お申し込みください。

問�滋賀県企画調整課
　�(☎０７７－５２８－３３１２)

◆行政書士無料相談
　「許認可手続き無料相談所」

【と　き】�10月12日(土)13時～16時
【ところ】�長浜サンパレス(八幡中山町)
【内　容】� �遺言や相続の手続き、暮らし

の相談、会社設立や建設業
許可、農地転用など、各種許
認可手続き全般

※申込不要、参加無料
問�滋賀県行政書士会湖北支部
　�(☎５２－９６００)

◆相続・年金・事業承継など
　合同相談会
税理士、社会保険労務士が相談対応します。

【と　き】�10月25日(金)９時～14時
【ところ】�市役所本庁舎１階
� 多目的ルーム４
※相談無料、申込不要、秘密厳守
問�合同相談会グループ
　�(☎７８－２０９６)

◆ 介護・福祉のお仕事「ミニ就職
説明会」「出張相談」

【と　き】�10月15日(火)15時～16時
※�ハローワークによる介護･福祉の職場
ガイダンスに引き続き実施します。

【ところ】�滋賀県湖北合同庁舎（平方町）
【申込み】� �「ミニ就職説明会」入退場自

由・申込不要。「出張相談」
完全予約制。前日17時まで
に電話で下記まで。

問・申�湖北介護・福祉人材センター
　　��(☎６４－５１２５)�

◆介護・福祉のお仕事出張相談
介護の仕事探しについて相談をお受け
します。お気軽にお申し込みください。

【と　き】�10月11日(金)�
� 13時30分～16時30分

【ところ】�木之本まちづくりセンター
� (木之本町木之本)

【申込み】�前日17時までに電話で下記まで。
問・申�湖北介護・福祉人材センター
　　��(☎６４－５１２５)

◆消費税の軽減税率制度について
10月１日(火)から消費税率が10％に引き上
げられ、軽減税率制度が実施されました。
これにより飲食料品や新聞などについて
適用される消費税率は８％となっていま
す。軽減税率制度に関する情報は、国税庁
ホームページをご覧ください。

　　　国税庁ホームページ▶
問�長浜税務署(☎６２－６１４４)

◆国土交通省からのお知らせ
９月・10月は「自動車点検整備推進運動強
化月間」です。点検整備は、人とクルマのふ
れあいです。自動車の安全性を確保するた
めには、自動車の点検整備を行い、自動車
を良好な状態に保つことがとても重要です。
問�国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
　�(☎０７７－５８５－７２５２)

◆竹生島に行ってみませんか
市民の皆さんに竹生島の魅力をもっと知っていた
だけるよう、下記期間は特別価格で乗船いただけ
ます。この機会にぜひ竹生島へお越しください。

【期　間】�10月31日(木)まで
【出港時間】�長浜港発９時、10時10分、
� 11時30分、12時50分、14時5分

【乗船料】�大人1,570円(通常3,130円)
� 学生1,250円(通常2,500円)
� 小学生790円(通常1,570円)
※別途入島料必要

【定　員】�各便15人(先着順)
問�(公社)長浜観光協会(☎６５－６５２１)

◆アート・イン・ナガハマ2019
全国から集まった芸術家たちが、オリジ
ナル作品を展示、実演、販売します。

【と　き】�10月５日(土)10時～17時
� 　　６日(日)10時～16時

※雨天開催
【ところ】�中心市街地一帯
※�えきまちテラス長浜で、お江戸「上野浅草」
まつりを同時開催。市と連携している東京
都台東区に関連するアートイベントが盛り
だくさんです。

問�長浜芸術版楽市楽座運営委員会事務局
　�(☎６５－０３９３)

◆秋の曳山巡行「曳山交替式」
例年４月第１土曜日に開催の「曳山交替
式」を秋の曳山巡行として開催します。
豪華な曳山が曳行する様子をぜひご覧
ください。

【と　き】�10月12日(土)９時～16時(予定)
【ところ】�曳山博物館広場(元浜町)
【交代曳山】�午前(搬出)１春

かすがざん

日山、２諫
かんこざん

皷山、
� 　　　　�３靑

せいかいざん

海山、４月
げっ

宮
きゅう

殿
でん

� 午後(搬入)１鳳
ほうおうざん

凰山、２月宮殿、
� 　　　　�３猩

しょう

々
じょう

丸
まる

、４髙
たかさござん

砂山
問�曳山博物館(☎６５－３３００)

◆すぃーと・ほーんズ
　ホルン・アンサンブル・コンサート

【と　き】�10月20日(日)開演14時～
【ところ】�木之本スティックホール
� (木之本町木之本)

【内　容】� �伊
い

藤
とう

誠
せい

一
いち

さん、幸
さち

子
こ

さん夫妻
によるホルン・デュオのコン
サート。ギターなどとのコラ
ボなど、新しい演奏形態にも
チャレンジします。

【入場料】�500円(高校生以下無料)
【申込み】�前日までに電話で下記まで。
問�木之本スティックホール�(☎８２－２４１１)

◆第17回命
め い

洸
こ う

祭
さ い

　(長浜バイオ大学学園祭)
【と　き】�10月26日(土)、27日(日)
� 11時～17時

【ところ】�長浜バイオ大学(田村町)
【内　容】� �学生出店、ヒーローショーなど

のゲストライブ、ビンゴ大会
問�長浜バイオ大学(☎６４－８１００)

◆満
ま ん ぷ く て い

腹亭いち福
ふ く

の抱腹絶倒寄席
【と　き】�10月27日(日)13時30分～15時
【ところ】�レンタルスペース松橋(北船町)
【内　容】  平成30年社会人落語日本一決

定戦ファイナリストによる落語
【入場料】�300円
※申込不要
問�白扇落語会事務局
　�(☎０９０－８５６５－７５５８)

◆秋季盆栽展
サツキ、松柏、山野草等の盆栽を展示します。

【と　き】�11月8日(金)12時～17時
� 　　9日(土)９時～17時
� 　��10日(日)９時～15時

【ところ】�市民交流センター(地福寺町)
※�11月９日(土)、10日(日)は盆栽に関
する一般的な講習会を開催します。
※入場無料
問�長浜さつきの会�小

お

川
がわ

(☎７４－０５２５)

◆第８回例会登山・長浜市民登山大会
　菅

か ん

山
ざ ん

寺
じ

・呉
か れ

枯
こ

ノ
の

峰
み ね

登山
【と　き】�11月10日(日)８時45分～15時30分
� (８時～８時30分受付)
※小雨決行、荒天中止

【集合場所】�ＪＲ木ノ本駅東口
【持ち物】� �弁当、湯茶、雨具、スパッツ、ス

トック、手袋、タオル、帽子、名札
【申込み】� �10月31日(木)までにハガキ

で下記まで。
問・申�長浜山歩会事務局
　　��(長浜商工会議所内)�桐

きり

山
やま

　　��〒５２６－００３７高田町10番１号
　　��(☎６２－２５００)

◆北海道歌旅座 昭和の歌コンサート
【と　き】�11月19日(火)14時開演
【ところ】�長浜文化芸術会館(大島町)
【内　容】� �札幌市を中心に歌の種を直接手渡

しする旅を続ける一座の公演です。
【出　演】�吉

よし

田
だ

�淳
じゅん

子
こ

、ザ・サーモンズ
【入場料】�前売り1,500円(当日2,000円)

問・申�長浜文化芸術会館(☎６３－７４００)

女性の悩み相談(要予約)
【と　き】�10月�19日(土)12時～16時
� 11月�７日(木)10時～14時

【ところ】�市民交流センター(地福寺町)
【相談員】�下

しも

地
じ

�久
く み こ

美子�氏(臨床心理士)
【料　金】�無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守。
申�平日：人権施策推進課
　�(☎６５－６５５６専用ダイヤル)
　�土日祝：市民交流センター(☎６５－３３６６)

相　談

お知らせ

講座・教室

催　し

募　集
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このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５−６５０４）まで申込みください。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

まちの

人口
令和元年９月１日現在　　人口 118,127 人　　男 57,976 人　　女 60,151 人　　世帯数 46,226 世帯

令和元年８月中の異動　　転入 248 人　　転出 251 人　　出生 81 人　　死亡 106 人　　婚姻 32 件

今
月
の
表
紙
９
月
に
行
わ
れ
た「
こ
ど
も
ら
ん
ど
あ
り
が
と
う
セ
レ
モ
ニ
ー
」。
集
ま
っ
た
大
勢
の
親
子
の
中
に
は
、
こ
こ
で
育
っ
た
と
い
う
お
母
さ
ん
も
。

10
月
２
日
に
は
、
浅
井
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
移
転
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
親
子
の
笑
顔
が
集
ま
る
場
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。(

９
月
14
日
撮
影)

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図
書館、まちづくりセンターなど市の公共施設やスーパーなどにも置いています。市ホームページ、スマ
ホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

撮影場所：虎姫運動広場

悔しさを力に変える強い心

国
く に

友
と も

　紅
く れ

亜
あ

さん(宮部町)

　「試合するチーム全てが強豪だった。そ
の中で試合ができ、凄く楽しかった」。しっ
かりとした受け答えで話すのは伊吹山・虎
姫連合チームで全日本中学生ホッケー選
手権に出場した国友さん。フォワードとし
て活躍し、チームの準優勝に貢献しました。
　小さい頃から体を動かすことが好きで、
水泳や体操をしていましたが、新しいス
ポーツもやってみたいと、小学５年生の
時、次世代アスリート発掘プロジェクト「滋
賀レイキッズ」に参加。フェンシングやカ
ヌーなど様々な競技を体験する中、「チー
ムでボールを繋いで、ゴールをめざすのが
すごく楽しく感じた」とホッケーに専念し、
米原市のクラブチームに参加するように
なりました。これまでスポーツに自信の

あった国友さんですが、チームメイトは経
験者が大半。練習に参加し始めた当初、
技術はもちろんですが、体力でもついてい
けないことが多かったそうです。「みんな
ができて、自分ができないことが悔しかっ
た。追いつきたいと自主練習にはげみま
した」。お母さんのサポートを受けながら、
『努力は必ず結果につながる』という言葉
を胸に、時には10ｋｍ近くランニングをす
ることも。練習の成果もあり、今では『走
り負けない選手』になりました。
　中学校に進学した後、虎姫中学校には
ホッケー部がなかったため、クラブチーム
での練習や、伊吹高校の練習に参加する
など、さらに技術を磨いてきました。中学
３年生の春に、学校とホッケー協会の協

力もあり、伊吹山・虎姫連合チームですべ
ての大会への参加が認められました。「み
んなと全国大会に挑めるようになったの
が、嬉しかった」と笑顔を見せます。今回
準優勝と躍進しましたが「決勝で負けたの
が悔しかった。高校では全国で優勝した
い」と並々ならぬ闘志を燃やします。
　その闘志はホッケーだけでなく勉学に
も“ホッケーのせいで成績が落ちたとは言
わせない”と文武を両立させています。
　「家族や周りの人たちのサポートや応援
があって、ホッケーができている。特に温
かく迎え入れてくれたチームや仲間には
感謝が尽きません。ホッケーを通して恩
返しをしたい」。感謝の気持ちを大切に、
更なる高みをめざします。
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成
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（
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いつも元気な宗佑！赤ちゃんの頃から、

可愛い笑顔でパパとママを元気づけてくれ

たね。たくさん楽しい思い出を作ろうね！

元気にすくすく大きくなってね！

長浜市立虎姫中学校３年生

▲伊吹山中学校との合同練習の様子
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